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序

乙のたび発掘調査を行った大俣の姥ケ沢遺跡は、中野市には数少ない縄文中期遺跡

で、多量の遺物出土と住居祉1を確認する等、大きな成果を得る乙とができました。

その成果は、乙乙lζ報告書としてまとめたとおり、縄文中期の完形土偶をはじめ、

20数点の土器が復元でき、住居祉の発見等、地域の古代史に新たな一ページを加え

る画期的な資料を得る乙とができました。復元された土偶等の遺物は、歴史民俗資料

館に展示され、参観の皆さんに往古の姿を語りかけています。

なお、当教育委員会で、は文化財の保存保護と活用を高める目的で、地域性と専門分

野を勘案しながら、文化財に理解と識見のある 20名の方に文化財保護協力員を委嘱

して日常生活のなかで配意をお願し、していますが、今回の発見はこの制度が実を結ん

だものと評価しています。

文化財保護協力員である池田実男氏が、周知の遺跡包蔵地iζ入っていない所で、大

型農機具により深耕された畑を通りがかり発見され、ただちに教育委員会に報告され

て現地調査の結果作付けのために更に撹乱されるおそれがあるととから発掘調査を行

ったものであります。

調査は長期にわたりましたが、乙の間献身的な御指導御協力をいただいた金井汲次団

長をはじめとする調査団の先生方、乙乙ろよく発掘作業に参加いただいた多くの皆さ

ん、地主の皆様には調査が長び、いたために作付けを延期していただくなど、それぞれ

文化財への深い御理解御協力によるものと敬意と感謝を申し上げる次第です。

昭和58年3月

中野市教育委員会

教育長菅沼 利雄



修リ -Eヨ

1. 本書は、中野市教育委員会が昭和 57年度事業として実施した、農業の普通畑

から果樹・アスパラガス栽培への転作に伴う姥ケ沢遺跡の発掘調査である。

2. 土地所有者はA地区が大字大俣阿藤宗司氏、 B地区が同阿藤安広氏であり、調

査が長びいたため作付延期等格別御理解をいただいた。

3. 発掘位置はA地区が大字大俣字姥ケ沢 1074、1080の1番地、 B地区は同 1086

番地である。

4. 本報告は、金井汲次、檀原長則、田川幸生、池田実男、小野沢捷、岩戸啓一が

分担執筆し文末に執筆者氏名を記した。

5. 出土遺物及び図版写真類は中野市歴史民俗資料館が保管している。
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I はじめに

(1) 発掘調査に至るまでの経過

昭和56年暮から正月初めにかけては暖冬で積雪もなく穏やかな年末年始であった。

中野市文化財保護協力員であり、考古学に詳しい池田実男氏は 57年の 1月5日に、正月料理

用にと普段は行く人もない大俣字姥ケ沢の清流に群生するセりを捜しに出掛けた。その帰りに北

側の丘に登ると、大型トラクターで耕起された畑の中に、当市では数少ない縄文土器片が多数散

乱しており、又住居:f:ll:と思わせる数ケ所の黒色土群を発見した。

乙のことが直ちに教育委員会に報告され、翌6日l乙市文化財保護審議会会長の金井汲次氏、発

見者の池田実男氏、事務局の藤沢・岩戸の4名により現地調査を行い遺跡を確認した。

乙の地は周知の埋蔵文化財である姥ケ沢遺跡に近いがその範囲には含まれておらず、深耕によ

り土器が掘り起乙されたものであった。

地主を確認し訪ねて経過等聞いたところ、普通畑を一人はりんごワイ化栽培に、もう一人の方

はアスパラガス栽培に転作するため依頼して大型トラクターにより耕起してもらったもので夜ラ

イトをつけて作業したという事であった。

今後の栽培過程で更に遺跡破壊が考えられるので緊急発掘調査による記録保存をはかることと

し、春の植付けに間に合うよう雪解けを待って調査を行う方向で地主の承諾を依頼した。

4月3日地主の向意が得られたので直ちに関係書類を提出し調査団編成をして4月6日から発

掘調査を開始する乙とになった。

(2) 調査団の構成

謂査責任者

調査団長

調査主任

調査員

事務局

菅沼利雄 中野市教育委員会教育長

金井汲次 日本考古学協会員 中野市文化財保護審議会会長

檀原長則 長野県考古学会員

田川幸生 日本考古学協会員

小林軍司 中野市文化財保護協力員

池田実男 1/ 

小野沢捷 長野県考古学会員

土屋練太郎 市社会教育課課長

小野沢捷 H 歴史民俗資料館管理係長

岩戸啓- 1/ 主事

調査協力者 阿藤英奈・古田茂・前沢久文・増田恒良・大日向千秋・湯本秀保・大塚昌克・



小野沢時子・小林東助・原滋・飯島哲也・前島卓・中村邦光・大石和彦・斉藤

英之・小野道彦・池田八七子・小林行保・阿藤宗司・阿藤政子・酒井健次・田

中まさみ・守屋誠・笠原正秀・木原寅治・土屋ゆかり

(3) 発掘の経過

4月6日ωd晴、午前中発掘機材搬入、午後現地にて調査団の結図式と鍬入れ式を行い、テント
を設営してA地区から発掘作業を開始する。市のブルトーザーで表土(撹乱層)の除去を行

う。高杯・壷の破片多く出土、 40センチメートル位の深さまでプラウの深耕lとより撹乱され

ている。

4月7日(7J<)小雨後曇、土績、ピット各1を検出する。焼土群3ケ所あるうち B14グリットか

らは木炭片の出土が多い。

4月8日(木)小雨後晴、午前中雨のため土器洗い。午後石囲い炉祉出土、打石斧4点のほか縄文

土器片多数出土した。

4月9日住)曇後小雨、天候悪く、強粘土のため作業難渋、石囲い炉祉部から深鉢1個体分出土

する。

4月10日仕)曇、 前夜雨風激しく雷鳴あり。夜半から季節はずれの雪となり朝には4センチメ

ートル程の積雪となり作業を中止、覆いシートの点検をする。

4月12日(月)晴、午前はグリットに溜った水の汲出し作業行う。炉祉の清掃と実測。北中央部

l乙3トレンチ入れたが遺構遺物ともなし。

4月13日伏)曇一時小雨、 炉祉の実視IJ、写真撮影し遺物取り上げ、更に掘り下げ開始、柱穴状

ピット 4個検出、大俣区民参観多くあり。

4月14日(7}く)曇後小雨、炉祉掘下げ、清掃、実測行う。西方へ拡張し柱穴状ピット 7個まで確

認し住居祉壁の検出につとめたが確認できなかった。

4月15日休)雨、雨のため土器洗いを行う。

4月16日佳)晴、更に西へ拡張、清掃して実測を行う。

4月17日(土)晴時々 曇、 B地区l乙グリットを設定しA地区、 B地区併行作業とする。

A地区 実測。 B地区-B7から縄文士器片多数出土

4月18日(日)晴、 A地区住居祉壁出始める。

B地区-B9は60センチメートルまで掘り下げてもまだ遺物出土し遺構層に達しない。

4月21日(71<)曇、 A地区一住居祉の壁を検出し全体フ。ランを確認する。実測。

B地区一A7から C11までの掘り下げ行うが土器片の出土あるも遺構全く検出できない。

4月22日休)晴、 A地区清掃、写真撮影、実測。 B地区一打石斧、磨石斧、凹石も出土。

4月23目白晴、 A地区実測。 B地区一C8は地表下 110センチメート jレまで掘り下げ、手製

ハシゴを作って出入りする。

円

L



4月24日仕)晴、 A地区一実測終了し調査完了。 B地区一縄文中期土器片が地表面から 70セ

ンチメートル掘り下げても全レベルから出土している。

4月25日(日)晴、 グリットを黒色土が表面に出ている所全体lζ拡張し掘り下げ行う。ほ Y完形

の小型深鉢出土。土器片、石器類の出土多いが遺構全く検出されない。長野吉田高校生6名

の協力参加あり。

4月27日りd晴、清掃、写真撮影、実測行い一部遺物取り上げる。

4月28日(7]<)晴、 Dl1、 E12から土偶片出土する。

4月29日休)晴時々曇土偶片・耳栓の出土続く。大俣区と分館による遺跡見学会があり、小中

学生、一般の見学も多く 100名を超える参観あり。

4月30日0it)曇時々 小雨、 C 11、D12、D13、E12からピット検出したが遺構の確認はで

きない。午後フェーン現象ですぐ近くに山火事騒ぎが起きる。

5月1日吐)曇、土偶の顔部分3点出土する。土器群と共lと打石斧の出土も多い。

5月4日ω。晴、 D11から頭と右手を欠いた土偶出土する。他lとも足部ほか数点が出土する。
数個体分の土器群、石錘、石鍛、凹石、打石斧、石匙、土製円板も出土、遺物は多い。

5月6日休)晴時々曇、午前 11時にA地区住居祉において、地主の要望もあり住職を招いて鎮魂

法要を行う。 B地区土器片多、深鉢、土偶片、耳栓、ミニ皿、器台、打石斧、獣骨片も出土

する。

5月7日住)晴、 D10から土偶の頭部と右手部分が出土、 4日のD11から出土の土偶片と合わ

せると高さ 19センチメートルの完形品となる。出土遺物の状況から祭把遺構との判断強まる。

5月8日仕)晴、 9日(日)曇、清掃、写真撮影、実測、遺物取り上げと随時行ってきたが、 8日

9日実測し調査完了する。 9日夕方テント撤収、資材搬出する。

5月10日目)晴、午前中に市フツレトーザーにより埋戻し完了する。

(4) 調査の整理

57年はとの姥ケ沢遺跡に引き続いて田上寺の前遺跡、第3次間山建応寺跡と発掘調査が続い

た。土器洗いは 7月から 10月まで歴史民俗資料館で行い、土器の復元、記録整理、報告書作成

作業は 10月に入ってオフシーズンの市民プール管理棟で行った。

降雪期を迎えるまで現地発掘におわれたため、記録整理作業は冬季に入り 3月末ょうやく報告

書作業を終了した。

(小野沢捷)

-3-
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II 遺跡の立地と環境

千曲川は善光寺平の沖積地帯を蛇行し、立ケ花・蟹沢からJlI幅は狭められて峡谷状地形を北へ

流下して、古牧・蓮で再び川幅が広がりをみせて木島平の沖積面へ向う。

姥ケ沢遺跡は長丘丘陵の西へ張り出した大俣部落の東方上の台地にあって、標高は380m""'-395

m にわたっている。この台地西側下には、明治5年lζ瀬直しが行われ、現状は平坦な耕地(水田)

となっている旧千曲川の河床が崖沿えに轡曲して残り、これとの比高差は約50mである。

本遺跡周辺には 2か所の湧泉があって、豊野層のもろい地層のため、土砂が流出して小さな峡

谷地形を呈している。地名の示すように温い姥の懐の知く陽だまりの暖い沢で各種の植物が繁茂

し、鳥獣が棲息し、往古も同様であったと推定され、原始・古代人の生活の舞台として最適の場

所であったろう。

本遺跡は東西約300m、巾 50~ 150mの規模をもつものと想定され、現況は畑で粘質土壌の比

較的肥沃の地域で=果樹やアスパラガスが栽植されている。

周辺の遺跡(第3図)には栗林遺跡(県史跡)をはじめ著名な遺跡が多く第 1表を参看してい

ただきたい。

第 1表周辺遺跡表(長野県史より)

中野市

県史
番号 遺跡名 所在地番号

51 6558 安源寺遺跡 安源寺宮裏

(77) 

立地 遺構・遺物

間ナイフ形石器、彫器、石刃

続編百期土器、勝坂式、加曽利

E式、石鎖、石槍、打石斧、

石匙、凹石、磨石、石皿、

鼓石、決状耳飾、土偶

開野て住居 4、土境墓15

中・後期土器、打石斧、石

庖丁、太形蛤刃石斧、扇平

片刃石斧、細形管玉、ガラ

ス玉、土錘、土製紡錘車、

土製勾玉、土製丸玉

同土師平窯1

土師器、鉄鍛

伺野て住居4、トンネル式無

段登窯 1、土墳墓 12

土師器、須恵器

-5 

(岩戸啓一)

文 献
備考
(所蔵者)

Bb z7※ 中野市教委
11 96※ 

Cb 85※ 

11 95※ 

Db 22※ 
11 46 
11 50※ 
11 邸

11 61※ 
11 78※ 

11 114※ 

11 131※ 

Eb 204※ 

Fb 51※ 
11 79※ 
11 84※ 

11 122※ 

11 171※ 

11 183 

ノノ 194 ※ 



県史
番号 遺跡名 所在地 立地 遺構・遺物 文 献

備考
番号 (所蔵者)

問火葬墓12、土横墓1

古銭、鉄釘

(昭25.40.41.51. 60年発

掘)

55 6559 栗林遺跡 栗林・北原 平地 的仲期竪穴住居8、土墳墓2 Db 6 神田加奈登

(83) 集石1、中・後期土器、磨
11 7 中野市教委

11 13 県史跡
石銀、石鋸、石庖丁、太形

11 15 
蛤刃石斧、扇平片刃石斧、 11 21 

凹石、細形管玉、勾玉、ガ 11 23 

ラス玉
11 30※ 
11 33 

秤杜師器、須恵器、灰勅陶器
11 47 

仲日輪塔、宝俵印塔 11 53 

(昭23.41.52発掘) 11 138 

56 7931 浜津ケ池 H H ・壷池 丘陵腹 開ナイフ形石器、彫器、掻器 Bb 6 

(84) 石刃 11 22 

絞拓銀、打石斧 11 34 

伺土師器、須恵器

16 6554 姥ケ沢 H 大俣・ 段丘 続翁2・中期土器、石鍛、打石 神田禎治

(92) 姥ケ沢 斧、磨石斧、石匙、石錐、

石皿、敵石、決状耳飾

例仲期土器・太形蛤刃石斧、

扇平片刃石斧

17 7874 宮反が 11 宮反 11 経仲期土器、石銀、打石斧、 Cb 40 神田加奈登

(93) 磨石斧、凹石、石棒

ø~後期土器

開土師器

18 大俣神社付近 11 11 終ザ丁石斧

11 ffi土師器

19 6553 七瀬 H 七瀬・宮前 山麓 助機期土器、太形蛤刃石斧

(88) 佐嗣泉式

67 6551 大徳寺遺跡 11 槻木 山麓 例?後期土器、管状土錘、太形

(87) 蛤刃石斧

自土師器

間土師器

119 7901 七瀬双子塚 11 南原 丘陵頂 倍加古万後円(長78.0 後円径 Eb 174 七瀬区古墳
(89) 48.0 高7.5 前万巾25.0 市史跡

高6.5)竪、円筒埴輪、葺

6 



県史
番号 遺跡名 所在地 立地 遺構・遺物 文 献

備考
番号 (所蔵者)

石、八乳鋸歯文鏡、直万、

矛、三角板革留短甲、土師

器、須恵器

125 7904 前山古墳 七瀬・前山 山麓 ピ間(径 15.5高2.4)粘土榔 Eb 192 中野市教委

(91) (長3.9 巾1.11 高0.1) 11 203 

直万、鉄銀、土師器

(昭和50年発掘)

126 7905 林畔l号 p 田麦・林畔 丘陵頂 的円(径23.0高4.0)合掌 Eb 61 京都大学

(94) 鉄剣7、矛2、蕨手形鉄器、

万子、鉄鍛50、短甲 1、馬

具、砥石、ガラス小玉、土

師器

127 林畔2号 H 11 E陵頂 向円(径27.0高2.7)粘土床 Eb 65 京都大学

(94) 珠文鏡、管玉6、ガラス小 11 66 

玉36、勾玉 2、碧玉勾玉 1、 11 69※ 

滑石製小玉 224、櫛7、直

万 1、鉄鍛20、万子 1

(昭23年発掘)

128 7907 山の神 H 厚貝・ 11 同円(径32.0高4.0)、粘ガ末(長 Eb 65 京都大学

(97) 山の神 5.0巾0.6)、円筒埴輪 11 66 

剣6、矛 1、万子 1、異形 11 69※ 

刀子 1、斧頭2、鍬頭1、

槍頭1、滑石製小玉 23、

櫛 25、人骨2体分)

(昭 23年発掘)

豊田村

2 6926 南大原遺跡 上今井・ 段丘 輔自期竪穴住居 1 Cb 37 神田加奈登

(2) 
南大原

有尾式、南大原式、北白川 11 38 豊田村教委

下層E式、上原式、加層利 11 52 

E式、石銀、打石斧、凹石、 庁 190※

石皿、磨石斧、石錐、石匙、 Db 57 

訣状耳飾、シカ、イノシシ、 11 137※ 

クjレミ

6根室穴住居、溝 神田禎治

栗休式、箱清水式、石銀、 神田加奈登

磨石鍛、太形蛤刃石斧、扇

-7-



県史
番号 遺跡名 所在地 立地 遺構・遺物 文 献

備考
番号 (所蔵者)

平片刃石斧、細形管玉、凹

石、玉砥石、植物種子

用土師器、須恵器

(昭 26.32.54年発掘)

s 6927 山根遺跡 上今井・ 台地 経仲期初頭型式、勝坂式、加 Cb 6 
(3) 山根

曽利E式、堀ノ内式、佐野

式、石鉄、打石斧、磨石、

石皿、磨石斧、石匙、石錐

石錘、砥石、石棒

助楳林式、箱清水式、石銀、

太形蛤刃石斧、扇平片刃石

斧、有孔小形石斧

伺土師器、須恵器

7 6925 風呂屡 H 上今井・ 山麓 続勝坂式、後期土器、石銀、

(6) 荒山 凹石

助主太形蛤刃石斧

開灰粕陶器

仲腔堀、土塁

9 6921 千田 P 豊津・替佐・ 段丘 候鰐坂式、加曽利E式、石鍬 飯山北高校

(9) 千田 打石斧、磨石斧、石錐

駒瀬清水式、太形蛤刃石斧、

扇平片刃石斧

白土師器

12 6922 川久保 P 豊津・替佐・ 11 附百瀬式、太形蛤刃石斧、扇 Db 13 

(14) 川久保 平片刃石斧 11 36 

18 6918 笠倉 11 豊津・笠倉 11 胸栗林式、箱清水式、石鍬、 Db 10 

( 18) 太形蛤刃石斧、扇平片刃石 11 13 

斧、有孔石剣、有溝石剣、 11 64 

細形管玉

20 9873 琵琶島 H 豊津・笠倉・ 11 経仲期土器 Db 64 飯山南高校

(19) 宮腰 助楳林式、籍清水式

(昭 31年発掘)
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III A地区の調査

A地区は、字姥ケ-沢 1074 ・ 1080 の 1 番地で、標高 385~387 m にわたり、西へ緩傾斜する

13 aの畑地である。西側は旧千曲川の河床が明治初期l乙水田化され、東側は深い谷には湧泉か

ら流れ出す清流l乙山菜が豊富lζ育ち、良好な環境にめぐまれた遺跡は高台にあるゆえに眺望は絶

佳である。

地主阿藤宗司氏はアスパラガス苗の植付けを延期して、発掘調査に御協力下され、 昭和 56年晩

秋の深耕によって、遺物の表採をみた場所と、黒土の露出場所5か所にグリットをいくつか設け

( 96 m' )調査の結果、次のような成果をあげることができた。

l 遺構・遺物

(1) 縄文住居祉 (4・5図)

〔位置〕 住居祉の立地する台地は、南側が旧千曲川に向かって切断されて、 B地区を含めた地

形は、 W状の起伏の台地となっており、その右側(東南)の谷頭の崖際から 6m程離れた位

¥ 

③ 
E占師

第3図 A地区グリット設定図

nu 



置に住居祉が所在する。

急崖の高低差(1)は 24m程で、谷底は湿地帯で湧水が流れ、かつて大俣集落へ引水が計画

された乙とがある。

〔形態〕 長軸がほぼ南北の楕円形を呈する。長軸は約6.1m、短軸は 5.3mと推定されるが、

竪穴の範囲は耕作のために撹乱されており、加えて上層の表土と新期火山灰面.n層の堆
積土(2)と地山の層が識別困難で層序が明確に確認できなかった。また周溝も確認できなかっTこ。

まず調査の初期iと炉祉が確認されたので、それに従って床面を追って行くと、南緩傾斜面を

カットして住居面を造成しており、従って炉祉より南半分は、張り出し床面で堅くしまり、土

器の細片なども混入していた。

床面は炉祉より北側部分はほぼ水平、南半分は僅か傾斜し床面上l乙焼土が炉祉の南側附近、

北東の部分に広がって検出された。

住穴は、 10個検出されたが、 Pl'"P6の柱聞は約 1.7m、P6""P7は2.2m、P7""Psは

写一一一←零

v 

~ 

。x. ⑧ 。 . 
d 
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推して入口部分にあたると推考されるo P3' P4 ， P9の柱穴は内側lζ向かつて掘られ、 土器片

や石が混入していた。 P1"'PSの柱聞は、約 1.7m、Ps'"P7は2.2m、町"，Psは1.3 m、 Ps 

'" P9は1m、P9"'PlOは 1.1mの距離である。

第 2表柱穴表

ピット名 P1 P2 P3 P4 P4 P5 P6 P7 Ps P9 PlO 

長 軸 28 60 70 60 30 60 70 35 27 40 30 

短 軸 25 35 35 45 24 40 35 30 25 22 24 

深 さ 43 30 40 40 15 57 50 35 40 45 30 Lー(床面より)

〔炉祉〕 炉祉は屋内のほぼ中央に位置し外径45cmx 40cm、内径30cmx 25cmの数値で、 4個の

細長い河原石で囲み、深さ 30cm程で=小型の炉lと属する。北側の炉縁石は床面に合わせてやや

高く据えられていた。炉祉の長軸線は住居祉の長軸線より東北東にふれており、磁北線とほぼ

一致する方向を示す。炉の中には焼土と土器片が落ち込んでいたが、 ( 5号)の土器が炉祉の

北側部分より南l乙向かつて倒れていた。

〔時期〕土器の出土状態は、いわゆる井戸尻パターンを示すと考えられるが、 11号・ 12号の土器は

南側の張り出し床面下から検出されたもので他の土器と時期的に遡古する様相を示すものと思

われる。ほぼ原形の判明する9号の土器に焦点を当て、観察すると縄文中期姥ケ沢第W期(曽手IJ

l式期)頃に属し、信濃川中流域l乙中心を持つ，馬高式文化圏の火炎土器の前駆的な要素を持っ

た土器であり、胴部の渦巻状の施文は、新崎式の流れをくむ古府式の要素をもち、大木8a式

lとも共通する様相を示している。また炉lζ倒れていた5号土器は復原はできなかったが、口唇

部lζ玉だき三文文をもち、 (6図)北陸文化圏lζ属する様相を示しているのが注目される。

(2) 縄文遺物

住居祉出土土器(6・7・8図)

出土した土器は、器面削落して識別困難なものが多く、廃絶から埋没の時期、土器の素材や

焼成、使用期間、目的、生活慣習などの要素をからむ問題ι思われるが、室石料実 f滑石?) 

?を会宣主る十器が多い。

(1)は深鉢形の土器で、復原図は出来なかったが、岩石粉末を含んだ黄褐色の土器で焼成不良で

もろく、口径22cm、胴径30c問、器厚0.8側、器高は不明の土器で、胴部は樽形を呈し口縁

部は、やや外反している。

(2)は器面剥落して不明な点が多いが、底径16cm、底器厚1側、胴部下器厚1.4cm、外不明で、

内面は煤状黒色を呈し、多面は黄褐色を呈する。文様はワラビ手状の渦巻文、竹管平行線文

主主立、聞を箆がき状の綾杉状の刻みがあり、 9号土器と似た様相を示す。

(3)は浅鉢形土器で口径 37cm、器高約 12.5側、器厚O.4 '" O. 5 cmの薄手の土器である。胎土l乙

一12-



⑧ 

第5図縄文住居祉内出土土器位置図

は砂粒が多く認められるが器面は粘土を塗付して磨研され、白褐色を呈し堅轍な土器である0

(5) 深鉢形土器は内外面とも赤褐色で胎土は砂粒と安山岩粉末(黒色鉱物)と思われるものを

多量に含み、口縁部は入字口縁となり、口唇l乙玉だき三文文が見らね、口径は約 28cmと推

定されるが、外の数値は不明である。口縁部は内轡し、胴部との聞に横の隆帯をっくり、小

波状の下から隆帯がU字形につき、平行竹管文が、横方向l乙見られる。胴部は隆帯が渦巻状

lとめぐり、その聞を箆がきの半隆起線で埋めている。乙の土器も9号土器に似た様相を示す。

(6) 鉢形土器上半部分は欠損して不明だ!が、黄褐色を呈し、安山岩粉末と思われる黒色の砂

粒を含み、底経 16c明、残存胴部径26cm、器厚 1.1cm、上げ底で、内面は黒色を呈し器面に

は、 LR縄文を施文する。

一13-



(7) 小形深鉢形土器は、口縁部が僅かに欠損し、やや直線に外反した土器で底径8cm、残存高

さ16cm、同口径15.5cm、器厚0.7cmで石英など砂粒多く含有し、内面煤色、外面赤褐色で

阿玉台式モチーフの隆帯が2本、相対して孤状lζ垂下し、 LR縄文で充填している。

(8) 深鉢形土器は、破片から図上復原すると口径25cm、底径約8cm、器厚0.7cm、高さ 14.5

C胃1で、上半部が大きく外反し、口縁部はキャリパー形を呈する。乙の土器も白色粉末を(滑

石?)を胎土l乙含み、胴部には、 RL縄文が僅かに残っており、もとは全面iζ施文されてい

Tこらしし、。

(9) 深鉢形土器は、岩石粉末(白色、滑石?)を含み、器面は褐色で粘土を塗付している。口

径26cm、高さ 31側、器厚0.9cm、底部径 13.5cm、正円でなくいひeつで上げ'底となっている。

器内下部は黒褐色を呈し、煮沸用に使用された乙とが判る。口縁部は、欠損部が多く不明な

点が多いが、環状をなすz形の小把手が6ケ所につき、それぞれに小波状の口縁を作る。把

手聞を箆がきの沈線で重孤文様に結び口縁部文様帯を作り、口縁部文様帯の下lζ 隆帯を

作って胴部文様帯と 2分させている。胴部文様帯は、 4分割で口縁部下より基隆起線を垂下

させ、斜方向に降下する入組風渦巻文は、中間で斜位となり下半部の文様帯lζ分かれている。

これに並行する条線は、箆がきで作られ、断面は三角形状を呈する。胴部中央には、入組風

渦文(ワラビ状懸垂渦巻文)をっくり、三角形の刻み、三文文、円点などが陰刻で配される。

下半部は、隆線で長方形lζ画され、その中lζ八の字状、逆八の字状などに箆がきで綾杉状lと

陰刻されている。

帥 浅鉢形土器は、口径26cm、底径7cm、高さ 10cm程で、器厚が口縁部0.5cm、底厚0.8cmで

赤褐色の部分と煤状の附着した部分は黒褐色を呈する。底部は火熱で剥離した部分がある。

胎土は砂粒少なく良質の粘土で作られている。器面には、 LR縄文が施文されていたらしい

が、ほとんど剥離して口縁部破片に残るのみである。

帥 深鉢形土器 乙の土器は住居祉下層出土で口径27側、器厚0.8cm、胴部残存部径 14cmで

下部は破損のため不明である。胎土には、石英などの砂付 られる。器形は

上半部大きく外反し、口縁部は、キャリパー形を呈する。 屈折部の隆起帯に「のjの字状の

突帯をつけ、幅太の竹管平行文をつけ、隆起帯の下は左上から右下に斜行並行させた太田の

竹管文lζ、次は約5仰間隔に右上から左下に斜行させ格子目状の施文をしている。その下

の2条の竹管文の下は無文帯で隆起線で画している。下l乙突刺文を並行させる 2条の竹管文

で、胴部は縦位の分割となるが、破損のため不明である。竹管文の聞には、 RL縄文が施文

されている。との土器は、斜格子状の文様「のjの字状突帯や施文部位1;'~諏訪の踊場・翠

久保系の影響をうけて中部山地で成立した土器と思われるが、新保式土器Jさ塑連企互主ι
」 一一一ー一一一一一ーー一
る土器である。

同 深鉢形土器。南側、床面下から検出された土器で黒褐色を呈し胎土の砂粒は精選されて細

かく、口径22cm、底径約 llcm、推定高さ 25側、器厚0.7cmでやや外傾して立ち上がった胴
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縄文住居祉内出土土器実測・拓影図第6図

部が頭部下で大きく外反して口縁部は直上して山形(三角形)の口縁が2ケ所、確認される

が個数は破損のため不明である。口唇下lζ竹管で横条線を引き、屈折部上に太い隆起線を引

いて、その聞を上下に竹管並行文を並列させている。 2条の竹管文の下には、竹管の先端で

突刺した文様を並列させ、胴部までの横帯はRL縄文を施文し!頭部lとは 3条の竹管文を並列

FD 



Q locm 

第7図縄文住居祉内出土土器

T号訴加料，さ

。 locm 

第8図縄文住居祉内出土土器

させ下l乙竹管押引文を並列させている。胴部文様帯は、 4分割で分割する基降線は3条の竹

管文をっきぬけて頚部に至っている。その両側には2条ずつ竹管文を並列させている。区画

内はRL縄文施文する。下部に2個補修孔があり、乙の種の土器の破損状況が似ているのは
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注意を要する。突刺文の存在や胴部基隆線が、曲線化していないなどの特色から、器形は踊

豊丞~里部の基臨記綿花上る方形区画は石錨ケ台弐の涜れ多<. t~私のj明、われる。

帥 小形樽形土器。 PlOより発見された土器で床面下lζ存在し時期に問題のある土器である。赤

褐色を呈し胎土l乙砕粒を多く含む、口縁12.5cm、底径不明、高さ約12cm、器物が0.7cmで

口縁は大波状と小波状を呈すると思われるが、詳細は不明で胴部上に横隆帯をもうけて文様

帯を上下に分け、胴部には突帯をもうけて隆線上は連続爪形文で、合わせて沈線をめぐらせ

て いる。(檀原長則)

(3) 縄文石器(9ノ1・2図)

極左函 (23) 刃部を欠いている、比較的小形の定角式の磨製品である。表面は蛇紋岩特
有の美しさを持ち、灰白色の地に黒色のすじが混入した紋様である。

|石蚕石斉[(1'"'-18) 合計27点出土した。乙のうちほぼ完形品は 14点で、残りは上半、ま

たは下半部の破片である。ほとんどが粘板岩や硬砂岩で、 1点だけ副〉岩であった。全体的に平

板状の石器である。 1'"'-12までは、長さ 9側、幅約4cm程度で、短冊形あるいはそれに近い形

で、との種のものは完形品が多い。 13'"'-18は撲形で、 13を除きいずれも上半または下半部を

欠く。長さ 10cm以上で、比較的大型である。 乙のように打製石器は、形や大きさによって、

保存状態の差がみられる。

担、形打製石器 1(20.21) 2点共に扇平な小形の剥片調整石器である。まわり間部をも

っている。

離器 (19) 肩平な河原石の部分加工した石器である。 A地区からは1点出土しているが

B地区からは多量の出土をみた。 B地区花関係深いので、そちらにゆずり、と乙ではその事実

のみとする。

凹石 出土した3点は、いずれも河原石を利用している。共通点は扇平な長楕円形で、表裏

共に平面状をなしている。大きさもほぼ同じで、長さ 14側、幅約8cm、厚さ約5cmである。中

央部の表と裏lζ2穴のものが2点(このうち l点は片面に黒煙状のものが附着しており、真黒

である。〕と、両面に 1穴のもの 1点である。

砥石状石器 いずれも破片であって、すりみがいた痕跡が認められる。共に破片であって、

本来の形状は不明である。石器は砂岩質であって、かなり硬く赤昧をおびている。

磨石 lζわとりの卵形で卵大のもの 1点と、ややそれより大きいもの 1点であるo ~、ずれも

河原石利用で、灰黒色と白黄色のもので、全面がつるりとした、磨かれた石である。

石棒 (22) 長さ 2cmの胴部の破片の一部である。断面は2.5x 2.7 cmで若干の楕円状を

なす。磨製品であるが、黒灰色の荒い砂岩質のため、なめらかでない。比較的小形な部類には

いる。

以上はA地区出土の石器である。との地区は住居跡を中心とした遺構であるので、住居跡と

遺物の主体である土器との関連でとらえなければならない。出土位置の特色をひろってみると、

-17-
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第9図の 1 石器実測図

凹石は住居跡内の周辺部からである。また打製石器は炉跡の周辺部lζ所在していた乙とが認め

ら れる。(田川幸生)

件) 古代住居祉(10図)

〔位置J A地区縄文住居祉炉祉中央部より 400北西約 11m離れた地点lζ位置し、 標高は約
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第9図の2. 石器実測図

385 mの地点である。表土の黒土層約50cm下グリット E-14'H-14(3図) 面積は、約

18げで、 乙の住居祉内より土壌状遺構・柱穴状遺構と遺物は整形土器・壷形土器・器台・増

その他の土器片が検出された。

以下ζれらについて説明したい。

〔形態〕 遺構乙の住居祉は、大型機械による天地返しで破壊されたものとみられ、住居祉の

プランは確認出来なかったが、士墳状遺構・ピット土墳石側より約2m北東に、不定形半円の

長径約 1m、最大幅約0.5mの焼土 l、ピットより北西約 1.8m離れた地点にも、長径約 40

cm最大幅25仰の卵形の焼土2か所がある。焼土 1・2から灰・木炭細片が出土。住居社内の床

面と推定される所より土師土器片が検出された。
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古代住居並実測図 (A地区)第 10図

口径

古代土器 (11図)

住居祉のほぼ中央部より検出。胴上半部が広く、幅22.4cm器高が24cm

18 cm底部は 5.3cmで復元すればほぼ1個体分はあろう。器面全体の厚さは、

菱形土器

(5) 

)
 

唱
E
A(
 

0.5cm---0.8 

cm口縁部は 300角で外反しており、底部の厚さは 0.9cm---1.3cmで、底部外面は淡茶褐色。

内面は黒色を呈している。口縁部付近はさ 3ら状工具で縦なで、他は斜めになでである。外

面内面共に石英小粒を含む。胎土焼成は良好とはいえずや冶もろい。色調は外面談茶褐色、

内面は黒色を呈している。

器形全体の約4分の lを残存、底部はなく、輪積工程にて仕上げされている。

胴部最大幅 17.7cm器高残部12.6cm口径は 18.3cmで、器面全体の厚さはO.5 cm---O. 7 cmで、

口縁先端部は約650角で外反している。内外共に石英・砂粒・鉄分粒が含まれている。外面肩

部l乙幅0.5m長さ 1cmの石1ケが露出している。内面はさ=ら状工具でかるくなでである。

菱形土器(2) 

壷形土器底部器高は残存部7cm口径は不明である。底部の径は5cmで厚さは0.7---0.8

mまた胴部の厚さは 0.4---0.5 cm、比較的薄手作りで、外面内面共にさ五ら状工具で軽くな

でている。胎土には石英砂粒が含まれている。焼成は良好とはいえずもろい。色調は明褐色

内面は茶褐色を呈している。

壷形土器 胴下半部が残存するのみで全体の器形は不明である。底形は 5cmで底部の厚さ

-20ー
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は1.2 ---O. 6 cm外面内面共にへらなで胎土に石英雲母を含んでいる。胎土は良好であるが焼

成はもろL、。色調は内面外面とも薄茶色を呈している。

増形土器頚部以上はなく、器高残存部5cm底部の厚さ O.9 ---1. 1 cm、小形であるが割合

厚手作りで、外面は極めて滑らかである。内面は手で強く押しなでた痕跡がある。胎土焼成

(5) 

は良好で色調は外面内面共に樟色である。

脚部のみ残存、器高6.4cm底部の径 10.5cm、脚中央部l乙凹みがあり、更に器台形土器(6) 

乙の穴は器受部と脚部をより密着させるためのものである。外1. 2 cmの縦穴があいている。

面手なで、内面はさ 3ら状工具で横になでたあとがみられる。外面内面共に雲母砂粒が含ま

残存部高さ 5.5cm脚上部 2.8cmで厚さは 0.6---O. 8 cm外面はへらなで後手なで、

滑らかであるが内面は凸凹がみられる。外面は薄く塗彩されている。胎土焼成は良好である。

れている。

高郭脚部(7) 

杯底部3分の l残存。底部中央部に凸出部がある。この凸出部は脚部とより密着さ高杯(8) 

γ一二1;三i 
二T--7 l戸ラ一Jべ
三匂勺£〈J…」三尖τ/二J::r;

(げ手 C久矢矢-44』』『i三三4三三4iイ! 

せるためのものである。外面内面共に丁寧に手でなでてあり薄く塗彩しである。
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古代住居祉内出土土器実測図
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第11図



外面内面lζ砂粒鉄分粒が含んでいる。外面は茶褐色で内面は炭化して黒色を呈している。

(9) 壷形土器 二重口縁で土靖内より出土、口縁部5分の 1残存、下段部さ、ら状工具で外面

斜めになでたあとがみられる。内面上段下段ともにさ、ら状工具で横lζ薄くなでてある。外

面内面ともに雲母石英砂粒鉄分粒を含んでいる。胎土焼成ともにや、良好である。色調は内

外ともに茶褐色である。

〔土壊状遺構) (12図) 住居祉の南側に位置し、最

長部 1.1m、最大幅0.7mで・最深部は約60cmで、舟底形

を呈していた。乙の中lと3点の土師器片が検出されTこ。

乙の中の1点は二重口縁である。 (11図9) 

〔住穴状遺構〕土墳の西側約 1m離れたととろで、床

面下深さ -20cm、径は 20x25cmである。

<考察〉 今回の調査に於て検出された遺構は、土 a 

C~ ←ー-D

壊状遺構1、柱穴状遺構 1であった。前述したように、

大型機械による耕転天地返しで遺構もかなり破壊された
第12図土壌実測図(古代住居祉内)

ものとみられる。住居祉プランの全貌を確認するととが

出来なかったが、菱形土器、壷形土器、有段口縁、器台その他土器片が検出された。各々出土

遺物の器形及び製作手法から編年の位置付けは、五領1式とみてよかろう。(池田実男)

現地見学会
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N B地区の調査

1.遺構

B調査地区は縄文A住居士!I:より西北に約70mの距離に所在し、南に聞いて馬蹄形状を呈する

岳車車の記伐の芸部l乙イウ置すろ《発掘調査面積は、約 105げである。

乙の馬蹄形状の丘頂部には、住居祉が点在すると推察されるが、 A住居祉を除いて現在のと乙

ろ不明である。現在の馬蹄形状地形の凹状部分の落差は、 2~6m である。発掘所見によれば原

地形は、 V字形状を呈していたようである。火山灰土を含んだ黒色の堆積土(耕作土)は、 50~

60cmの厚さで、下層が上部で 0.5m、下部で 1mの間層が遺物包含層で黒色粘土との混在層に

土器片・土偶などが認められ、下部は、新期ローム層である。堆積土は、 E13グリットより東方

は薄くなる傾向がみられた。この様l乙遺物検出面は平坦ではなく、傾斜した面に等高線状lζ多く

土器片が出土し、殊に土偶片は8m内外の範囲から大部分が出土した。

土器の時期別と層序の関係は、明確さを欠いており、縄文前期末葉の土器片が僅かに点在して

出土する外は、縄文中期初頭から前葉にかけての土器廃棄の様相は、平和台パターンとして認識

される。従って本炭片、骨片、焼土、柱穴、焼けた磨石や各種石器類が検出されたが他の中期初

頭の遺跡、例えば、津南町上野遺跡(3)、岡谷市梨久保遺跡(4)の知く住居祉は、検出されなかった。

@ 

第 13図 B地区グリット設定図
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またE11 . E 12グリットの深さ 75cmの個所に阿玉台式の指圧痕文土器の底の匁丘主盆藍土墨書

逆さに置かれた土槙状の遺構が確認された。

以上の知く位置、遺物の出土状態から、壁際虫夏阜地域二椀放さ，t;3縦揺主主主ユ主主
主主虫ιる。またF14グリットから検出された (22図の 1)48の土器は炉体土器と考えら札住

居祉の存在が推定される。今後は、層位のまとまりをもった土器群の把握が、緊急な課題として

痛感され、今後の調査に期待したい。

2. 遺物

(1)縄文前期

(1) 第一期土器(縄文前期中葉)

今回の発掘では繊維痕のある羽状縄文土器片などは魁法以辺鋭、従来の姥ケ沢遺

跡は神田禎治、神田五六氏の収集品から、関山式ー黒浜式土器が出土すると認識され、昭和

11年1月発行の第1次「信濃JIL北信生のペンネームで郷土雑記として長丘村姥ケ沢の石器

時代遺物として石器類の測図を載せ、繊維土器(繊維痕土器)の出土も記されている。これ

らは、昭和 17年に藤森栄一氏の「北信濃縄文文化資料J(古代文化)にも紹介されている。

昭和 28年発刊の「下高井」では関山式土器の出土を記載している。昭和 31年発刊の「信濃

考古綜覧」では上原式として記載され、昭和 56年発刊の「県史考古資料編」では、縄文前・

中期土器・弥生中期土器の出土を記載されている。同じく昭和 56年発刊の「中野市誌」麿史編

前編では前記の資料から有尾期(黒浜式)を主体とすると記述されている。乙れは両神田氏の

収集された資料は今回の調査でC地点とした場所よりの出土と考えられるので、関山式期から

有尾式期(黒浜式)を姥ケ沢前期第一期土器として設定し合わせて研究史の課程を略述した。

(2) 第二期土期(前期末葉)

下島式(諸磯C式)→寵畑式(十三菩提式) ー一一

今回の発掘で検出された縄文前期末の土器片は、{約 50片τメ器形が復原できる資料はな
く、例外的に存在するとされる、縄文施文の土器片は調査者lとは摘出できなかった。

〔第 l類土器) ( 15図1'""8) 

地文l乙枕線交があり、員殻状の貼付文がつく私のを第 1類とした。 1'""2は口縁部に員殻

状の貼付がつくもので、 2は貝殻状の部分にも沈線を引いている。 1はチョコレート色、 2

は赤褐色を呈するが、ともに白色の岩石粉末を含有している。 3は粘土を沈線の上lζ列点状

lζ貼付した文様で内面は黒色を呈す。 4は沈線の地文lζボタン状の貼付と箆状工具の突刺文、

5は突刺文のみ、 6は突刺文lζボタン状貼付文、 7は半裁竹管の平行沈線文lζ径0.4cm'"" O. 5 

cmの円点のイボがつく、内黄褐色、外黒褐色で雲母微量、鉄分粒少量含有する。 8は平行沈

線文に爪形浮線文と径0.4cmの円形の貼付が並列する上原第4類B種土器(5)と同種である。

〔第2類) (15図 9'""18) 

A
せ
円
ノ
ム
】





平行沈線文の地文上l乙クリーム状の粘土を管の先端から押し出した施文手法の行われた(6)

爪形浮隆起文(結節状浮線文1の土器を2類とした。浮線文は諸磯b式段階から存在し地文

lζ縄文の無いのがc式段階の浮線文とされている。爪形浮線文は左から右へ、上から下へ押

9 ~ 11は口縁部破片で、波頂部のガーブはゆるい傾向にある。

15は赤褐色の土器で幅太の竹管状工具

14はし引きされている。

16は内灰色、外黒褐色の土器で細

隆線上lと幅の狭い半載竹管で押し引きされている。

で平行沈線上の隆線を爪形施文して曲線をなしている。

い隆線上を幅の狭い竹管状工具で爪形施文している。 17・18は黒褐色の土器で胎土に黒耀

18はゆるい波状口縁の土器で口唇部に石の細片を含有しており、 17は口縁部近くの破片、

も竹管状工具で刻み目をつけている。 17・18ともに細い隆線に幅太の細い竹管状工具で列
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点状に押し引きしている。

〔第3類) ( 15図 19) 

口縁部破片で赤褐色を呈し隆線上の竹管爪形文が幅広く 1点の検出である。

〔第4類) (15図20"-22 ) 

半裁竹管の両端がや 3尖った状態の工具(先割竹管)で押し号|いた文様の土器である。

20"-22は黄褐色の土器で胎土中、砂粒の中l乙鉄分の細粉末を含有している。 20は平行沈

線の地文の器面に前記の工具で刺突して押しヲ|いている。 21は竹管状工具の幅より広い隆

線上を刺突を押し引いており、 22も同様の土器片である。

〔第5類) ( 15図26・27)

黄褐色の土器で胎土に砂粒の外、鉄分粉末を含み、地文の平行沈線にや冶幅広い隆線に 4

類と同じ工具で段違いに刺突押しヲ|いた文様の土器片である。

〔第6類J ( 15図25) 

黄褐色を呈する口縁部破片で径o.5"-o. 8 cmの円形貼付上を幅太の竹管工具を引いたr11J 
字状の文様で、山梨県花鳥山遺跡出土品(7)に似ており、 c式段階の古い要素をもっ(8)土器片

である。

〔第7類) (15図23・24) 

箆切浮線文の土器で 23は赤褐色の土器片で砂粒の外、鉄分粉末を含み、器面lζ塗付した

粘土で隆起線を作り箆で刻み目をつけた土器片で 24は黄褐色の器厚 0.5cmの薄手な土器で

文様は 23と同じ手法の土器片である。

〔第8類) (15図28"-41)

条線文の土器で 28は胎土lζ白色の岩石粉末を含み、黒褐色を呈する土器片で綾杉状と格

子目状の文様の土器片で、 29は胎土に鉄分粉末を含み、器面は箆磨きされた口縁部近くの

破片で平行沈線と綾杉状沈線の土器片で赤褐色を呈し踊場式土器の胴部文様に類似している。

30はチョコレート色をした大形土器の口縁部近くの破片で胎土lζ白色岩石粉末を含有し、方

形の沈線内の左隅に斜線の条線を集合させている。 31は幅広の沈線が縦横走する土器片で

黄褐色を呈し荒い砂粒が見られる。 32は黄褐色の雲母、砂粒の多く含んだ土器片で、隆帯

上を平行文を 1条引き上下l乙縦l乙竹管文を並列させた土器片である。 33は黄褐色を呈する

底部近くの破片で胎士i乙黒耀石粉末を含有し深みのある半載竹管文が並列している。 34も

同じような半裁竹管文が並列している。 35は口縁部近くの破片で文様は 34と類似した土

器片で29・31"-35の半載竹管文の土器は、関東では諸磯b式に伴出する土器群lとみられる

が、姥ケ沢では本類に含めた。 36は浅い平行沈線で長楕円の文様を描き、まわりを集合条

線で囲み下lζ平行条線もみられる土器片で、褐色を呈する。 37・38は黒褐色の土器片で、

37は内面煤状の附着色を呈す。 38は鉄分粉末を含有し共に集合条線の土器片である。 39

は張り出し底部の破片で横走の竹管条線の黒褐色の土器片である。

-28-



40・41は縦の横走の集合条線文の土器片で 41は黒褐色の土器片で鉄分粉末・砂粒・桂

石小片を含有している。

〔第9類) (15図42) 

口縁部の破片で赤褐色を呈して 2条の竹管爪形文の下l乙粘土紐を斜格子状lと貼付する土器

(15図 11)の頭部の斜格子文の前駆をなすもので踊場系の所産と考えられる。

〔第 10類) (16図43---46) 

43.44は同体の堅徹な焼成

の土器片で、大形の爪形文、 U

字文がみられ、地文の縄文は器

面の乾燥が進行してから押捺回

転されたものである。 45は内

面肥厚した口縁l乙2列の竹管爪

形文を配し外面は無文である。

46は縄文地文に浮線状の爪形

文があり、口唇にも爪形文が施

文された堅轍な焼成の土器片で

ある。

〔第 11類) (17図47---52)

半載竹管工具による施文の浅

い土器を一括した、 47・49は

胎土lζ砂粒の多い土器で他は少

ない土器である。 47はU字状

錨輔醐謹鞠

43 

。

第16図土器拓影図

の平行施文、 1幻主空豆1、波状の日程の土器で横帯楕円状、島線状lζ描かれたもの、 49は

櫛歯状工具で施文した縦条線lと横の条線のもの、 51・52は隆起帯のみられるもので、 50・

52は縦の蛇行、 52は網目状lζ施文されている。

;丁一瓦上の第 10類、 11類は他lと類例lζ乏しく調査者の不明な判断lとより問題点、も多いと思わ

¥ ¥ れるが、前期末葉形式l乙分類した。

〔第 12類) (18図53---61 ) 

半載竹管による条線文の発達した、前期末葉と思われるものをまとめた。 53は半隆起線

の平行文内に三角形状lζ交互に斜状の条線、 54は突起に縦横の条線、 15は半隆起線lζ縦の

条線、 56は鍵状の隆帯上が斜状に刻まれて斜条線と縦横の条線のみられるもの、 57は隆起

線の上l乙握り拳状の突起があり、縦横の太い条線、 58は53と同じ文様で口縁上Ii:RL縄文

のみられるもの、 59は口縁部の破片で横一線に対して多数の縦の条線の刻まれたもの、 60

は長方形区画内の斜状の条線に、 1、2本の交差状の沈線のみられるもの、 61は隆起線で方
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形区画された胴部の文様で内側も条線で方形lζ区画され、上部は縦条線のものである。

乙れらの文様は中期初頭型式lとみられる隆起線、半隆起線文の源流とみられるもので 57

の突帯や、 61の方形区画などや梨久保式の斜格子目文との関連を知る資料と考えられる。

考案

以上の土器片は、いづれも細片で多量の中期土器片lζ混在して発見され、層位的には最下層か

ら出土したものであるが、器形の面と合わせて、猶不明確な点が多いのが惜しまれる。

乙3で該期の周辺の遺跡をみると、中野市立ケ花遺跡は本遺跡より直線距離で4km上流で， 51 

年4月の調査では上原式(諸磯b式)、下島式(向c式)の遺物が確認されている(9)。 また南

大原式(同 a式)の標式遺跡の豊田村上今井、南大原遺跡は1.3伽の指呼の距離に所在し帥、ま

48 

o 
しょ_J_

第 17図土器拓影図
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る上の知見に加え、下島式など

諏訪地方lと核をもった文化圏と

の交流が、中期初頭まで明確に

され、複雑な様相を示す。前期末から中期初頭への解明は、本遺跡と周辺地域の究明にかかって

おり、北信の縄文の編年に類例の増加の望まれると乙ろである。

た立ケ花遺跡と似た様相を示す。

飯山市の大倉崎遺跡は 15.5km 

の下流の左岸にあり巴主盟主

の遺跡が千曲川という共通した

ステージに立脚して展開されて

おり、生業面から追求された神

田五六氏の低地性集落と高地性

集落のあり方をめぐる問題提起

は学史的にも注目されている凶。

c式(新)の遺跡が乙とに長野

県に多く発見され、本遺跡の様

相も諏訪地方と共通した文化様

をもち中部山地の前期末葉を知

て、l
r 

f

f
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第18図土器拓影図

但) 縄文中期土器

(1) 中期第1期土器

はじめに

北信地方の縄文時代中期の初頭~中葉の遺跡の発掘と報文は、 56年発刊の再軒県9?老古
h‘ 申ずるは

資料編を参照しても類例が少なく、長野市松代町西条の盟主連越川、埴科郡戸倉町盤重重lliJ;

帥、飯山市塗翠遺跡仰などで、上水内郡小川村筏遺跡は現在調査続行中で正式報告書lζ接し

ていなし、。また深沢遺跡の研究概報もほぼ器形の判明した土器の説明だけで、出土土器の詳

細は報告されず、県史lζ大要が記されているだけである。今のととろ北信の縄文中期の編年

は未開拓の分野で、今後の調査研究に負うところが大きい。姥ケ沢遺跡の縄文前期末は、中

部高地の影響下に包括されていたが、中期塑塑主並並陸文化圏の強い影響をうけた在地の土

器が出現し、そ乙 lと関東地方:からL哩玉金式文化の強い影響をうけ、 ζ宣品峯控室見tJ.~

融一位性盟企型盟白よ盟主主L~' .Q a 乙れらは中葉まで関東地方や、諏訪地方とも

文化の交流が、強くときには弱く現われているが、乙の地域lζ即した編年を組立てるととが

地域の研究者の緊急な課題と思われるが、浅学の者にとっては、至難の業で、た、き台の捨

石l乙なればと、考察を試みた。大方のど叱正を得て正鵠を期したいと思う。
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く第一群〉

庄町irrt}c梨久保式、九兵衛尾根 I式)の影響のみられる土器(19図の 1"，-7) 
1 頭部よりく字形に外反し

た器形で赤褐色を呈し渦巻

状の突起を抱き合わせた口

縁をもち、頚部lζV字状の

凸帯をつけ、胴部は半隆起

線で方形区画され、鋸歯状

の突刺文とRL縄文で凸帯

上も縄文施文されている。

2 上部に無文帯があり、隆

起線で方形区画され? 半

隆起線と組み合わされ、握

り拳し状の凸帯をもち、突

刺文と LR縄文の土器

3 頚部で「く」字状に外反

した器形で黒褐色を呈し口縁に上下交互

竹管状工具の削りとり手法の文様がみら

れ、隆起線によって隅丸方形状に区画さ

れ、半隆起線と組み合わされ、区画内を

RL網文である。

4 直立した器形の小形深鉢形土器で、口

縁下lと4本の竹管平行文、胴部は2本の

平行文で、方形区画され、三角沈刻文が

みられ、角部が三角に削りとられている。

第 19図の3 土器拓影図

第19図の4 土器拓影図

IllCm 

5 頚部よりつよく「くJ字状l乙外反した器形で頭部から胴部に鉄釘状の隆起線をつけてお

り、鋸歯状文、突刺文、交互突刺沈線などがみられ重塑色の器面lとは雲母がみられる。

6 15 Iζ共通した点の多い土器で、頭部上のr沈線に刻み目を入れており、頭部は半隆起線、

胴部は平行文で方形区画され、鋸歯状文、 RL縄文のみられるものである。

7 胴部は隆起線で方形区画され、細い半載竹管(細隆起線文)が平行し、上半部にも並列

し、区画内はLR縄文を充填している。

8 突起の形状は削落して不明だが、隆起線上は爪形文cが押引され、細隆起線で区画され

交互突刺文、 LR縄文のもの。

9 樽形状の器形で、胎土に砂粒の多い茶褐色から黒褐色の土器で、ゆるい波状の口縁から
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iLJ字状の垂下する隆帯があり、口縁部と胴部を細隆起線の平行文で方形区画してLR

縄文を充填している。

10、11、12 内面に一方的に傾斜した口唇が特長で、沈線による口縁部の平行線に刻み目

をもち、 6の土器の頚部上の文様と一致する。

13 頚部l乙無文帯があり、胴部は半隆起線による方形区画と臣、われ、口縁部はRL縄文の地

文i乙縦の条線が平行し、口縁lζ段状の突起がみられ、緩い「くJ字状の器形であり、 10---

13の胎土焼成は脆弱である。

14 縦の隆起線lζ横の半隆起線の方形区画で鋸歯状の突刺文、結節文(綾絡文)と縄文のみ

られるもの。

15 iく」字状の器形で、頚部の突起は削落して不明、箆がき沈線による平行文、連続突刺

文、交互刻み目文の黄褐色の土器である。

16 口縁下lζ半円形の隆起線をつけ、頭部l乙交互刺突による山形連続文が、半隆起線で画さ

れたもの。

17 iくJ形の器形で胴部はLR縄文で頭部から上は沈線で三角状l乙施文し、隆起の部分を

っくりだし、基部l乙正三角形の沈刻、隣接部l乙逆三角形の沈刻のみられるもの。

18 竹管の平行文lζ削りとりによる山形文、縦の沈線のみられるもの。

19 隆起線上は、連続爪形文cで両側に沈線が、平行し細隆起線で方形区画し交互突刺文が

横位にあり、区画内はRL縄文の充填された茶褐色の土器。

20 頭部から隆帯を鼻緒状 (y字状)I乙垂下させ、胴部は隅丸方形lと区画されると予察され

1、2などの祖型となる文様と思われる破片である。

21 口縁が「く」字形に外反した器形で、波状口縁の器形と臣、われ、器色は黒褐色で胎土l乙

砂粒多く雲母が多く含まれる。口縁部の縄文は僅かに残存が認められる。胴部は半隆起線

で方形l乙区画され、沈線で円形をつくり、三方lζ三文状の沈刻を於し玉抱き文様となって

それを沈線で囲んでいる。

22 胴部、ふくらみ弱く、口縁部外反した器形で、口唇部にRL縄文、頚部にかけて、半円

の複合沈線で連孤して胴部は太いLR縄文を押捺回転させている。

23 黒褐色の土器で、降線で半円形l乙区画された口縁で、口縁に交互突刺文、隆線に並行し

た沈線があり、降線上と区画内はRL縄文が押捺回転されている。

24 ゆるい波状の口縁で内湾しながら、外反する器形で、隆起線の中lζ半楕円をつくり、接

点の空白部分を削りとって、 RL縄文を施文されている。

25 iくJ字形の器形で、頚部上l乙沈線で半円、斜状、平行、刻み目などを施文し胴部は隆

起線で、方形区画され、中は無文帯である。

26 口縁にRL縄文を於し爪形文cの2条聞に交互突刺文の円筒形の小形深鉢破片である。

担
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27 沈線によるY字状文の胴部破片で、接点を三角状l乙削りとっている。縦位の長楕円内に

三角状l乙削りとって、縦位の長楕円内ILLR縄文を押捺回転させている。

28 半隆起線、細隆起線の平行文lζ三角沈刻文を組み合わせている。

29 黒褐色の薄手の土器で、沈線上に三角の沈刻を連続させたり、空聞に三文状の削りとり

のみられる土器片である。

30 黒褐色で砂粒が多い胎土で、焼成の脆弱な土器の胴部破片である。縦位の縄文の地文lζ

、、~馬〆

.......二孟:!...X L_..!::.-.. .......-....._____..-，.，--.--..............-...--.・:...!"¥
ー一一一一一一ームA 一一 / 

• • 

第四図の7 土器実測・拓影図
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第 19図の8 土器拓影図

浅い竹管平行文で曲線、直線、鍵状に描かれている。

31. 32は21と同じ胎土焼成で、 31は隆起線上l乙刻み目を加えて iLJ状に垂下して縦横の

沈線が、並行して方形区画をなし、隆起線との聞に三角沈刻のみられるもの、 32は方形

区画の隆起線内lζ沈線で直線、半楕円、孤状lと描かれた土器である。

33 口径36cm、底径 12cm、高さ 14.5側、器厚1cmの法量で、底部より大きく外反し、口縁

部が、僅かに内脅する器形で胎土に砂粒多く雲母が見られる、赤黒褐色を呈する浅鉢形土

器で、胴部i乙補修孔があり、底部は削落し、文様は、口縁部のみで、楕円区画の中を交互

刺突文で、山形状l乙連続させている。口縁部の器形は踊場系で、文様は五領ケ台式目 b式

の影響をうけた土器である。

34 口径約28cm、器厚0.8側、胎土に砂粒多く脆弱な筒形をした深鉢で、口縁下lζ幅太の半

隆起線が、 3条平行し下i乙三角印刻文、箆切細線文を於し、口縁部lと巻貝Iζ似た突起をも

ち、箆切細線されている。胴部は蕨状、く字状、捻り状の隆起線をつけ、上から LR縄文

を於している。在地の伝統(広義の北陸文化圏)に梨久保式(五領ケ台式)の影響のみら

れる土器である。

く第二群:?J

35~51 は、梨久保式土器開られ制強君主の集成である。( 19図の 8)
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35.37は同体の破片で、半隆起線内lζ左傾斜行する格子目文で、沈線で縦lと区画し、口縁部

の器形は「く」字状を呈する。

36 同じく口縁部破片で、半隆起線を平行文で iUJ字状l乙区画して、左傾斜行格子目文を

充填している。 35~37 は砂粒の多い黄褐色の土器である。

38.39楕円区画内の左傾斜行格子目文に、細い平行線を引いたもの、細控起線と組み合わさ

れている。

40. 41沈線で、左右傾の斜行格子目を描き、半隆起線と組み合わされている。

42 細隆起線で、鼻緒状l乙施文し、横線を先に引き、縦線を後lと引いた格子状文と組み合わ

されている。

43 半隆起線文と左傾し右傾の斜行細線で、菱形格子日文が構成されたもの0

44 半隆起線内の、平行沈線l乙左傾斜行沈線の於されたもの。

45 竪轍な焼成の茶褐色の土器で、口縁部は肥厚して、無文帯である。沈線で方形区画され

た中l乙複合の沈線で楕円状l乙描き中l乙斜行格子目文が描かれ、片側の楕円上には刻み目が

みられる。

46 黒褐色の「く」字形に外反した器形の土器で、 U字形に連なる隆起線、それと平行する

半隆起線、細降起線による左傾斜行格子状文lζ沈線で右傾斜行格子状lζ引かれたもの。

47 細隆起線と縦の沈線lζ左傾斜行格子目文のヲ|かれたもの。

48 細隆起線内iζ左傾の格子目文の薄手な土器片。

49 半隆起線と竹管平行文に平行と斜行の格子目文の沈線がみられるもの。

50 縦の半隆起線内に左傾の格子目文の沈線が、みられるもの。

51 合わせ状の口唇で、 「くJ字状に外反する器物で半隆起線、細隆起線を平行させ、沈線

の斜格子日文を充填させている。

考察

まず器形からみると、深鉢形土器は、 「く」字状に外反した器形の私のが多~. ( 1. 3. 5. 15. 

17.25.46 )、 直上した口縁の器形が円筒形のもの (4.10.26.34.48)、内轡しながら、たち

上がった器形のもの (13.16.23.24.35)、盟主些蓋髭 (9)などで、乙の外、 A住居祉下層

出土の 11号土器は口縁部が、キャリパー形で、 33の浅鉢形土器と同じく踊場以来の伝統の器

形と考えられる。また22の知き斐形状のものは、や三後出的な感じをうける。口縁部は繁縛

l乙飾られるものと簡略なものに大別される。(口縁部集成図 35図参照) 胴部の文様は、方形

lと区画され、 4分割される乙とが多い。民盟主主L乙の期の特徴と考えられ、 21.31. 32は古く、

22.25.27は新しい要素が加えられたものと考えられる。また縄文卒、多く停用六れ、これは別

l乙集成図を作製した。隆起線、半隆起線、細降起線l乙箆が失沈線の卒、のl土、上浅野遺跡閥、

豊野町出土の土器仰などと共にこの地域の土着の土器と思われるが、石川県珠洲郡内浦町
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松波の新保遺跡08) 例をみると半隆起線上l乙密な爪形文cを押し引きしており、姥ケ沢遺跡

の半隆起線のみとの相違がみられるが、該期は、中部圏と北陸圏は一体の関係にあり、結束

(交流)がかたいとの指摘帥もあり、両者の細分類は不可能であった。後章の述図の新崎式の

拓影図として掲げたものと岡谷市梨久保遺跡帥出土土器lとみられる、 帝国い箆がきの格子目文

との分離注出も同様に不可能であった。古く石川県新崎遺跡の土器が、五領ケ台式に似ている

との指摘が、高堀勝喜(昭25)によってなされている。三角印刻文4.28. 29は五領ケ台式の古

い部分に相当し交互突刺文3.18.19.23.26.33も五領ケ台式の特徴的な文様である。 22.25

は文様が九兵衛尾根式に似ているが断定はできない。三角刻文(鋸歯状文)は前葉までの姥ケ

沢の特徴的な文様である。また平行沈線に直角l乙刻み目を入れる 6.10.11.12も同様である。

前期末以来、姥ケ沢中期第 1期の十器は北陸文化閣の伝統の中lとあって五領ケ台文化圏の影響

をうけて、同じ影響下にある梨久保式や、九兵尾根式とは違った独自な文化相を持っており、

北信地方の時代性、地域性の把握の確認作業が、望まれるところである。また後章の阿玉台式

の影響をうけて、様相が変容する課程の究明も今後の課題と思われる。

中期第E期土器 1

〈第三群~.>' (2(図の 1....__ 2 : 
~.^.~~._-川哲ダ f

20図 1....__ 44は、縄文、結節文(綾絡文)、 撚糸文などの集成で姥ケ沢遺跡の縄文中期初

頭から前葉の土器の文様である t-.~，われる。

1 結節文と区画される平行文lζ刻み目のみられLR縄文施文されるもの。

2 D字状文が浅く押捺され、不明瞭な文様で、胎土に安山岩粉末が混入されたもの。

3 阿玉台式にみられる隆帯聞に結節文と RL縄文のあるもの。

4 折り返し状口縁で、口唇上にも縄文押捺され、 RL縄文と結節文のもの。

5 結来のある羽状縄文で、胎土に繊維痕のみられない、口縁部破片。

6 RL縄文と結節文。

7 折り返し状口縁で、胎土に繊維痕のみられない、口縁部破片。

8 隆起線にRL縄文と結節文。

9 RL縄文に結節文が、 2条平行したもの。

10 L R縄文にガーブの少ない結節文。

11 縄文の施文方向が、一定でなく(樹枝状)結節文のあるもの。

12 隆起線と樹枝状の縄文、結節文。

13. 17羽状l乙押捺回転された縄文。

14 折り返し袋状口縁で口縁はRL、以下LR縄文に結節文のあるもの。

15 L R . R Lの縄文のもの。

16 肥厚した口唇に縄文が押捺され、隆起線内ILRL縄文のみられるもの。

18 R L縄文と結節文

n
u
d
 

n〈
U



19 横位の隆起線と LR縄文。

20 口縁部内面が、厚く折り返し状の口縁にLR、以下横位(樹枝状)縄文と結節文。

21 口縁部は、 RL、以下LR縄文の断面形が、握り拳し状を呈するもの。

22. 20と同じ口縁の形状で、折り返し部分はRL、以下LR縄文施文。

23 R L縄文が、口居と器面が一体となって押捺回転され、結節文のあるもの。

24 隆起線と RL縄文と結節文。

25 3条の沈線とLR.RLの縄文施文のもの。

26 乾燥のすすんだ器面に、押捺回転されたと思われるRL縄文。

27 器体下半部の破片で、隆起線上に押捺回転されたLR縄文に下部はRL縄文と結節文の

みられるもの。

28 半隆起線にそって刻ざまれた三角列点文と LR縄文に結節文。

29 隆起線の両側lζ平行する細隆起線と RL縄文の器形下半部の破片。

30 隆起線と縦位の縄文施文。

31 原体の太いLR縄文と結節文。

32 結節文と LR縄文。

o locm 
一一一

第20図の 1 土器拓影図
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33 結節文とRL縄文。

34 竹管平行文とLR縄文と結節文。

35 樹枝状の縄文施文で、結節文の平行するもの。

第20関の 2 土器拓影図
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36 隆起状に縦位の縄文で、結節文のあるもの。

37 結束のある羽状縄文が、縦位に押捺回転されたもの。

38 撚糸文に結節文。

39 半隆起線lζ羽状lζ押捺回転された、原体の帝国い縄文。

40 青白色の器色で撚糸文のもの。

41 寸形口縁で、口唇上は、 LR、胴部の隆帯上l乙RL縄文施文で、結節文のあるもの。

42 横位の半隆起線と三角印刻文(鋸歯状)縦位の隆帯上はRL縄文で、聞は樹枝状の縄文

と結節文。

43・撚糸文と撚りの弱い縄(原体)の結節文。

44 L R縄文と曲線の結節文。

小結

縄文は単節の原体が使用され、結節文も同じ原体を使用して、結節部のみを囲転施文して

いる。後章の阿玉台式の指圧痕文にも、施文されているのがみられる。縄文の押捺回転方向

については、特に傾向は見出せないが、折り返し状口縁の土器は、口縁と胴部が、逆方向に

施文され、縄文と結節文の組み合わされた文様である。また、結節文と縄文は、胴部の文様

帯として施文されている。

乙Oili誼箆聾率l立、関東の中期前半lζ使用され、!五領ケ台の文様の一つの特観とされ、下小

竪式lとも影響を及ぼlアいλ。同じ影響下の梨久保式には、聾状蹟文例埋まみられるが、姥ケ
いわの ー

沢ではみられない。また新潟県津南町(千曲川下流、信越国境)上野遺跡では、僅かの出土

例が報告されている的。

また北陸宅坐圏、宣山、石川県左血豆愛巳主主11る護担恒盤丞玄i霊?~'-C、撞出巴輩出土

が， 38.4Q43の3例に過ぎす、結節文崎両ぬとあり、 話Lして考えられる。また
戸_--ー →一一一一← 一一一一 、 ー:::::::--'

羽状縄文は、姥ケ沢では、初頭期lζ使用されたと考えている。

45 (21図)(B 9.10) (出土グリット以下同じ)口径32.3側、底径14cm、高さ 51cm、器厚0.9cm 

の赤褐色(煉瓦色)の大形の深体で、胴部は砲弾状を呈し、口縁部は「く」字状に外反する。

文様側、口問文様帯と、胸部文1相 ζ分かれ、その聞に男坊がある。口縁部lとは、粘土
紐貼付の突起が4箇所あり、蛇を連想させる意匠とS字状(唐草文様)の意匠が組み合わされ

頚部には継ぎ手文に、横位の半隆起線、刻み目文、突刺文などで構成されている。胴部文様体

は上半部と下半部l乙分かれ、無文帯の下より、垂下した隆起線により 6分割される。上半部

は半載竹管による、大きいU字状文と逆位lとなった小さなU字状文が並列され、その聞を

半隆起線を平行させている。胴下半部は、樹枝状の単節縄文が施文され、隆起線開の中心

に、結節文が縦位にみられるが、乙の部分は磨滅が著しい。 U字状文は剣野E弐伺 !T

結節縄文は、前述の如く五領ケ台支イ十閣の由喜Rd，畏坦主主』とみられスv繕ポ¥丙者の接点心一
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第22図の 1 土器実iJl.rJ図

;;秀禰
認しぶJAJJP 

畑町 … 

48 

特色ある土器で、深沢遺跡出土の NOI土器開(県史考古資料編深沢遺跡7の土器)

と類似点の多い土器である。

46 (22図のl)(BE13)(グリット名)口縁上端部で外反した円筒形の器形で、張り出し底の小

形深鉢で(口径16.5側、底径12cm、高さ 16.5cm、器厚0.9cm)焼成は、堅撤で黒褐色と赤褐

色を呈する。内面は箆磨きされ、胎土には砂粒が多く含まれている。口縁lと半月状の突起

と巻貝状の小突起が、相対して附加され、半月状の突起には、半降起線で縁どりされ、中

l乙縦の半隆起線が6条引かれている。口縁部と胴部の文様帯は、 2条の半隆起線で分離さ

れ、口縁部は、 RL縄文が施文され、胴部は樹枝状l乙似た縄文施文で、結節文が6条均分

されている。胴部l乙2個の補修孔がみられる。

47 46と類似した器形、文様で、底に木の葉の圧痕がみられる。

48 (22の1図)(B F 14) (現存高さ 34cm、口径42.5cm、器厚 1C/け底部より、直線に外

反した器形で、胎土には砂粒多く含み、赤褐色を呈する。口縁は擬口縁で、 もとは垂直に

たちあがる口縁部であったと思われる。隆起線が2条、対称lζ4ケ所垂下し、その間を沈

線が3本組で垂下したり、横位になったりして地文の縄文は、 RL'LRに押捺回転され

ているが、ほとんど削落して不明の部分が多い。器内面は、黒褐色の部分がみられ、折指

部の形状や、 2次焼成のみられる点から炉体土器として使用されたと思われ、所属時期は、
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52 53 

第23図土器実測図

中期前葉に比定したい。

49 (22図の2)(B.D 13) (口径31cm、高さ推定 50cm)

黄黒褐色を呈する土器で、焼成堅轍で、口縁上と頭部の2条の半隆起線と、縄文で文様

構成され、頭部は無文帯である。頭部の半隆起線の上iζ聞をおいて、長さ 4.5cm、幅 1cm

の突帯が附加されている。

50 (23図)LR縄文のみの土器で、口縁部は失われ、底部は、火熱をうけて削離面が多く

みられる、赤黒色の土器

ダ第四君そ》

.主玄0)土蓋-
51 (23図)底部lζ網代痕の残る、無文の土器

52.53 (23図)上半部の失われた、無文の小形の深鉢形土器である。

姥ケ沢遺跡は、全時期を通じて有文、無文土器の割合は、無文が 10%以下の存在であ

〆嘉七七観察される。

ど第五群>) (24図)(25図) (26図)(27図1"-3)

陣紙半隆起線一望匙埜圭五車整主連子状")L lJ字状のみられる土器を集成した。
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第 25図土器拓影図

1 (B 9) (口径25.5cm、

残存高さ 26.5cm、推定高さ

32 cm、底径推定12側、

器厚0.6，.......， 0.7 cm)焼成堅

轍で、赤褐色の土器で、器

形は、外傾して直線でたち

あがった胴部で、頭部が、

「くJ字形に外反し、口縁

下で内折して、 2段口縁状

をなしている。口縁には、

入字状突起の退化したもの

と、蛇を連想、させる、波う

って、大きな目玉の突起が

対になっている。口縁部文

様帯は、横位の4条の半隆

起線(半裁竹管文)と口縁

の1条の半隆起線の聞に、
第26図土器拓影図

縦位の半隆起線を並列させ

頭部の横位の 5条の半隆起線の聞は、 RL縄文を充填し、胴部は、継手文で縦位l乙4分割

している。継手文は、基隆線が、 5条の半降起線をっきぬけ、これに 2条或いは 3条の半

-48-



隆起線を平行させて垂下し、途中で、継子状lζ組替えて垂下し、半円の同心文か附加され

ている。また 4分割のうち、特に広い区画に半円同心文が、上向きになった下に、同心円

文と 2条の半隆起線を垂下させ、正面を強調した?ともとれる。乙れらの半隆起線は、コ

ンパスを使用した如く、均整がとれており、飯山北高校保管の深沢遺跡出土の類似土器の

文様より、洗練されて傑出している。また継手文は右き、の人の描き方と、描線の流れか

ら観察される帥。 器形については、 A地区 11号、 12号土器と同系の踊場式の系譜を

引く後出のものと考えている。

2 1と類似した器形で、大形深鉢の口縁部破片である。(25図)黄褐色で胎土に金雲母が

みとめられる。口縁の下に円輪の突起をつけ、隆起線l乙2条の半隆起線を組み合わせ、そ

の聞に縦位l乙格子状花、半隆起線で施文し頚部上には、無文帯をつくっている。

3 チョコレート色の土器で、口縁にRL縄文帯をもち、下に格子状文から変化したと思わ

れるW字状の連子文となっている。 2つの土器の無文帯の部分は、この土器では、 LR縄

文帯で、上下より沈刻、削りとられている。

器形は lと同じ形態である。

4 口縁部が、僅かに外反する器形で、胎士には金雲母が含まれる。文様は口縁部lζRL縄

文帯、連子状文、半隆起線、隆起線で構成される。(26図)

5 入字口縁で隆起線、半隆起で構成された文様の土器。

6---9 半隆起線、隆起線の多用した文様の土器である。

W字状文 (3.4)は、半載竹管で、蒲鉾型lζ盛りあがった隆起線、半隆起線で構成され

新潟県南部や、富山県魚津、桜峠遺跡帥、 出土品にも見られ、乙れら第五群の土器の

文様は三2坦役立堕2主化聞北より壇膏ρ代表的な施y;法と考えられる。

10 ---16はU字状文の集成である。

10は内面lζ煤状炭化物が附着した黒褐色の土器で、波状口縁の下lζ動物意匠ともとれる。菱

形の大きな突起があり、口縁下にU字状文がみられる。

11 RL縄文帯、半隆起線の平行文、 U字状文、突刺文で構成される。

12 隆起線と半隆起線、細隆起線で構成されている。

13 U字状文の上下組み合わされたもの。

14 聞に 3条のU字状文、隆起線、半隆起線、 LR縄文帯のもの。

15 横位のU字状文、突刺文、半隆起線のもの。

16 赤褐色の土器で、聞に 2条のU字状文様が長くのび、隆起線との三角形の部分が、削り

とられている。

U字状文は 10.12の如き細降起線によるものから、 16の如き隆線の発達したものがあ

り、新保遺跡帥ゃ、剣野E地点遺跡的にもみられるが、姥ケ沢遺跡の例示した中
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には、乙れらのものより、沈刻の蓮華文とも通ずるものをもっている。

15 "'38図4至極量集成である(四'"3)山の土器は突束同文を
伴っている。

17 黄褐色の焼成の土器で、器形は、直上し口縁で催かに外反している。半隆起線で左巻き

の渦巻をつくり、縁を突刺文で飾り、中をLR縄文で施文している。

第27図の l 土器拓影図

一回一



18 渦巻はみられないが、

半隆起線の閉l乙突刺文を

平行させ、縄文帯のみら

れないもの。

19 粘土貼付による、小波

状の口縁で、半隆起線が

半載竹管によらず、箆お

としによって描かれ、突

刺文、交互突刺文がみら

れ、隅lζ渦巻文がみられ

る。第五群の土器lζ比べ

て稚拙の文様構成で、朔

古の様相をもっていると

考えられる。

品l

20 突刺文と箆お乙しの隆

起線と竹管の半隆起線で

胎土lと金雲母がみられる。

21 口縁内側に盃状の突起

locm 

第27図の2 土器拓影図

を附加し、その部分より、箆おとしの隆起線の楕円の区画、突刺文、枢手状の隆起線のみ

られるもの。

22 2本単位の隆起線の楕円区画、縁どりした突刺文、 2本の渦巻の隆起帯が、突帯をつく

り寸形l乙垂下している。突刺文は杉葉状を呈している。

23 2条の隆起帯l乙3本の半隆起線の伴った渦巻で、横向きのU字文、縁の突刺文、区画内

のLR縄文きどの大形深鉢形土器の破片。

24 口縁lと加飾の円輪がみられ、ほかは無文帯で、渦巻きと細隆起平行文と突刺文がみられ

口縁部の形態は、欠けて不明である。
うま泊

25 R L縄文lと隆起線の継手状の渦巻文の土器片で、上野遺跡倒lと完形品がある。

26 赤褐色の焼成の土器で、隆起線の渦巻と細隆起線が伴いLR縄文のみられるもの。

27 隆起線の渦巻iζ細隆起線が、縦lζ描かれた線は、ほとんど消えて、横の細隆起線が強調

され突刺文もみられる、日縁内側l乙肥厚した口縁部破片。

28 半隆起線の渦巻き、沈刻などのみられる破片。

29 赤褐色の焼成で、太い隆起線に半隆起線が同調し、胎土lζ金雲母がみられる。

30 29と同体かと思われる、隆起線のみられるもの。

31 隆起線の断面が、三角形状に隆起した右巻渦状文で、半隆起線を伴い、区画内のLR縄

一51-



第27図の3 土器拓影図

文l乙、三角沈刻文がみられ小形の日字状文もある、大形深鉢の破片。

32 ---40 (27図の3)渦巻文の類で、 32半隆起線の楕円区画に日状の隆起帯、 33隆起線に

日字状文、 34渦巻きに波状の隆起線と並行の半隆起線のみられるもの、 36箆お乙しの隆

起帯と沈線で、隆起帯上iζRL縄文の押捺されたもの、 35.37 ---40渦巻文の破片。
..?_J、，〆〆

第三群仏第五群1の土器は、姥ケ沢の中期初頭のメウ←ータの土器である。

第五群 (17---22. 24)の土器は、隆起線の手法より、期古の様相の土器と考えられ、第

五群31の土器の知く、隆起線の発達した様式もみられ、八ヶ岳編年の中葉主密室塑L 産宣

式l乙並行するのではないかとも考えられるn

<:第六群>(28図の 1---6)

巨亘丞と思われる土器、影響をうけたと思われる土器をまとめた。諏訪では、猪沢式

新道式l乙編年されている土器である。

〈第六群》代A)〉霊旦区画lζ角押文、沈線波注まDみられるもの。

1 (28図の1)(D g) (推定口径34cm、底径14cm、高さ 16c置、器厚 1cm) 浅鉢形土器で

胎土には、雲母、石英粒がみられる。内面は磨研されているが、外面は良く磨研されてい

ない。口縁部が、や、内脅した器物で井鉢状である。器面は黒褐色と赤褐色の斑状を呈し

て堅轍な焼成の土器である。文様は、口縁下l乙楕円区画をもち、直径 0.3cm程のU字状の

小形棒状工具で押引して、区画内を縁どりした「ハj状の角押文を作り、胴部は右下りに

波状lζ、角押文が断続し、複列の角押文の垂下がみられる。従来、猪沢式では、浅鉢形土

器は、類例が少ないとされている。楕円区画、複列の角押文、器形など、千葉市坂月町、

蕨立遺跡、第9号住居祉出土土器に類似している倒。

2 (28図の1)(C g) (口縁長径27.8cm、短径24cm、底径24cm、高さ 14.5cm、器厚1cm)楕

円状の平面の土器で、黒褐色と黄褐色の斑模様の器色で、器面には、削落した部分がある。胎

土の砂粒は少ない。捻り把手が、口縁の楕円の長辺i乙対になって附されたと思われるが、
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一方は欠落している、鉢形土器である。

文様は、口縁より、半楕円区画、楕円区画が、隆線で区画され、角押文と沈線の波状文

で文様構成され、区画されない下半部も同文様構成されている。乙の土器からうけるイメ

ージは、井戸尻 2号住の鉢形土器倒に似ているが、さらに藤野台遺跡4号住の鉢形土

器にも類似し、 1の土器も、群馬県三開田遺跡の浅鉢形土器lζ類似するから、阿玉台 Ib 

式の段階の所産と考えられる。

3 (28図の 1) (c 9. 10) (口径 22.4cm、底径10.8側、高さ 24cm、器厚0.8cm) 底部

より胴部まで、ほぼL形i乙直上し、胴上半部は、外反する器形の深鉢形土器である。胎土

精選され、内面はよく磨研されている。口縁部文様帯は、楕円区画が、 2段、交互に接し

ている。接続する個所には、粘土紐による、縄状の捻り文様とD字状の貼付がみられる。

上の楕円区画には左傾の角押文列、下の楕円区画には直線の沈線と波状の沈線がみられる

第 28図の 1 土器実測図
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が、いづれも楕円区画の内側は沈線で縁どりされている。胴中部は無文帯で、下iζ楕円区

画一段と孤状lζ垂下する隆帯などがみられ、波状、平行する 2組の沈線は構方向である。

4 (28図の2)隆線lζ沿ってベン先状の突刺文があり、その聞の横帯には、角押文が左右に

描かれ、三角形の空白は、沈刻されている。以下、無文帯の口縁部破片である。

5 隆線の楕円区画内は、左傾斜行の角押文で、周縁にも同じ工具の突刺文のみられる口縁

部破片。

6 隆起線の楕円区画内に左傾から直上に傾いた角押文が並行し、下の横帯には交互突刺文、

無文帯などのみられるもの。

7 小波状を呈する小形土器破片で、楕円区画の下の孤状、縦の沈線は、ベン先状の工具で

描かれている。

8 31ζ似た胎土焼成の土器で、楕円区画内の左傾幸羽子の沈線は、角押文の工具によるもの

で、下段の区画の平行沈線も同じ。

9 黄白褐色の土器で、楕円区画の接点の口縁部に、 4枚の粘土板を杭状の2本で、連結し

た(しがらみ状)隆帯が附加され、口縁の区画内は角押文、下の区画内は、 2条の平行沈

線がみられるもの。

10 小形の深鉢形土器の破片で、細隆起線に隆起線は横帯で、上段l乙大きな交互突刺文、下

段l乙左傾斜行の角押文列の中央lζ小さな交互突刺文がみられる。

11 3と似た胎土焼成の土器で、楕円区画内には、左斜行のペン先状工具による沈線の中央

を2条の平行沈線を引き、下の楕円区画は、上段と交互に組み合わされて、接点は捻り状

の粘土紐が附加され、区画は、復列の波状沈線で、以下破損している。

12 (28図の 3)(C10) (口縁径推定23.5cm、器厚0.7cm) 

底面からL形l乙直上し、胴部より次第に外反した器形で、器厚も、口縁部先端を除いて下

より上へ次第に減じている。黄褐色の土器で、胎土は砂粒少なく精選されている、残存の

まの破片の深鉢形土器で、不明部分が多いが、縦位l乙垂下した隆帯内lと、楕円区画文が交

互に組み合わされ、区画内は 2----3列の沈線波状文が見られ、胴部lとは楕円部の内側l乙鋸

歯状lζ縁どりした突刺文があり、下半部にも波状文がみられるが、以下不明である。乙の

土器lとは縦の区画線がみられるのカ哨長とされる。

以上は阿玉台式土器の古い様相から、次第に中部山地の影響をうけて、変容する姿相が

ヨLかが孟Jるもので、諏訪では猛況式かーら新道式K乎在主る土墨ヌ三五昼と君主12.むJる。

。

13 (28図の3)(C10) (口径41cm、推定高さ 60----70cm、器厚0.9cm)

大形深鉢の破片で、胎土lζ滑石状の粉末と砂粒が含まれる。 2次の火熱の部分もある暗

褐色の土器で、台形状の突起は、扇状口縁の影響をうけたものと解される。乙の先端部分
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を横位楕円l乙肥厚させて、その部分lζ逆位lζ4個の蓮華文を箆けづりで、並列させている。

乙の蓮華文は、古式i乙属すると考えられている制。乙の外、 口縁部lとは、箆による平

行沈線、波状沈線がみられ~胴部は楕円区画のや 3くずれた区画内を指頭圧痕文で埋め、

墜帯主ρ節目lζ2筋の刻み目を入れている。新崎式分布圏北半と阿玉台式の文化の融合一し
た地域と、編年を知る乙とができる土器である。
、』ーーーーー一ー-<-…_-町一一一

14 (28図の3)(A 8) (推定口径30cm、器厚0.1cm)胎土に長石などの砂粒のめだっ土器で

口縁部が「くj字状iζ僅かに外反し、胴部は内聾する器形で、茶褐色の焼成の薄手の土器

である。

口縁l乙復列の沈線波状文と指頭圧痕文(し乙ろ文)を密に並列させている、胴部に半楕

円状の区画、孤状の区画などをつくり、区間をし乙ろ文で埋めた平行縁の土器。

15 (28図の3)(B10) (口径23cm、器厚0.6........0.7側、残存高さ 18.4cm、推定高さ28cm)

形は底部より直線上に立ち上がり?胴部で外反し、口縁部は内折している。焼成は堅轍で、

〆.".，~γ←-←:司、
鋼、

5 
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第28図の 2 土器拓影図
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第28図の3 土器実測図

， 
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白褐色を呈し、器面には削落した部分がみられる。口縁部には、楕円区画の連結した2横

帯があり、接点には捻り文様もみられる。平行縁の口縁lと、逆「の」状の隆帯をつけている。

口縁の区画内に、細線で交互に斜状l乙平行させ、三角形、逆三角形の空白部を作っている。

一方の区画内は「横ハ」状に細線を平行させ、波状沈線を入れている。胴部は、 2つ目状の

突帯をC字状の隆起帯があり、懸垂状の隆帯と組み合わされ隆帯の屈折部などに刻み目(裁

痕)を入れている。乙の隆帯聞は指圧痕文で埋められている。日鍾責決様帯は、新道式系、

屯監芸悉、胴部は、新道式系阿玉台式系の影響のみられる融合の所産の土器とみられる。

〈第六群> (C) 

塩盟正亙え~主主の顕著にみられる土器を集成し3こ。( 28 図の 4~6)

1 (E11.12) (口径推定34C1Il、底径11C1Il、残存高さ 30C1Il、器厚 1C1Il) 鉢形の土器で

口縁は直立している。胎土は精選され、赤褐色を呈する堅轍な焼成の土器で、我々が「し
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ころ文jと名づけた(鎧のし乙ろ)指圧痕のみで文様化されたもので、内側lζは輪重の痕

を残している。

E 11. 12グリットの浅い土墳内に底部破損のまま倒立していた土器である。

2 (D 10) (高さ約 19.3cm、口径約21cm、器厚1...._， 0.7 cm)底部ゃ、上げ底で、底部が

やち広いもの、ほかは 1の土器と似た鉢形器形で、火熱をうけて、片面と下部が削落して

いる。隆帯の垂下した不整美なし乙ろ文土器である。

3 (底径 14cm、器厚0.8cm) や主上げ底のL形の底部器形で、右傾のし乙ろ文のみられ

る土器である。

4 (B7) (残存高さ 15cm、底径 10.8cm、器厚0.6cm) 底部より、や五外反して立ち上

がる器形の砂粒の少ない、器壁の薄い、焼成が中程度の灰褐色の土器である。右傾のし乙

ろ文は、や 3不規則l乙並列される。

4 

o lOcm 

第 28図の 4 土器実測図
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5 (底径 16cm、器厚1cm) 上げ底で底部より大きく外反した黒褐色の焼成、中程度の土

器の底部附近で、底の周囲lζ網代痕がある、右傾のし乙ろ文の土器。

6 頭部よりゆるく「くj字状に外反し、口縁で内折して、ゃ、肥厚した土器で、赤褐色の

焼成で、二次火熱で胴部が削離した部分のみられ、口縁部より、蕨状の隆帯が垂下して、

口縁はLR縄文を施文し、左傾し乙ろ文で埋めている。(28図の 5)

7 し乙ろ文の下半部の破片

8 口縁部が「くJ字状に外反し、胴部の張った器形で、黄褐色の堅轍な土器で、口縁に楕

円区画の変形の隆帯があり、接点lζ縄状(捻り状)の隆起帯をつけている。左側の接点か

ら隆帯を垂下させ、孤状の隆帯もみえ、聞をし乙ろ文で埋めている。

9 左傾し乙ろ文の整然と並ぶ口縁部の破片。

10 折り返し状の口縁の右傾し乙ろ文。

11 楕円区画と思われる隆帯と右傾し乙ろ文l乙復列の沈線波状文。

12 口縁部を磨消して、沈線で渦巻状文などを作り、下に右傾し乙ろ文のみられるもの。

13 隆起帯が寸形lζ垂下したり、直線状、孤状、横帯などで、隆帯が特に盛り上がりの部分

もみえ、右傾し乙ろ文の土器。

14 口縁部l乙縄状(捻状)の隆帯で、下にし乙ろ文の土器で、捻りは左撚りで、 8の土器の

捻りは右撚りで、右撚の施文の方が多い。

15 隆帯上を箆で等間隔に押え、縄状lとみせかけ右傾のし乙ろ文のみられるもの。

16 屈折の少ない口縁の器形で、口唇がT字状に肥厚し、隆帯がV字を作って平行して空白

部を作り、下lζしころ文のみられるもの。

17.18.19. 左傾、左傾、右傾のし乙ろ文に指紋のみられる土器片。(28図の 6)

20 左傾し乙ろ文に結節文のみられる赤褐色の堅轍な土器片。

21. 22. 23.し乙ろ文の襲が密l乙整然と縦lζ並んだもの、山ノ内町伊勢宮遺跡からも出土して

いる倒。

24 低い山形状口縁のし乙ろ文土器。

25 口縁部が、肥厚して内折し、円形貼付の突帯をつけ、復列の横の隆帯上を、箆でおさえ

て縄状にみせ、上2段は空白部、下にし乙ろ文の並ぶもの。

26 口縁部lζ楕円区画がみられ、不整形のしころ文のみられるもの。

27 楕円区画と孤状の隆帯の結ぼれた中lと、不整形のしとろ文のみられるもの。

28 直線上lζ立ち上がった器形で、口縁部は外傾している。胴部に隆帯が直線と孤状を連結

させて垂下して消え、左傾し乙ろのみられるもの。

29 [" > J字状の隆帯が胴部にみられ、右傾のし乙ろ文土器。

30 楕円区画からくずれた隆帯に右捻りの突起がつき、右傾のしころ文に3列の沈線波状文

のみられるもの。
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第28図の6 土器拓影図
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31 隆帯が、横、縦、孤状lと壷形状にめぐり、聞に右傾のし乙ろ文と復列の沈状波状文のみ

られるもの。

32 26と同じモチーフの小形土器。

33 口縁部iζ磨消を加え、凹凸の少ない右傾しころ文土器。

34 口縁が内折し横の隆帯聞に右傾し乙ろ文が充填し復列の波状沈線文のみられるもの。

35 直線の立ち上がった口縁lζ口唇部が外反し、結び輪状の隆帯に、しころ文のみられるも

の。

36 右傾し乙ろ文で断面に輪重痕のみられるもの。

37 折り返し状口縁部が、無文帯で、蛇行の隆帯と右傾しころ文の小形深鉢形土器片。

38 口縁部から頭部を磨消し、 3列の横の沈線lと縦の沈線を組み合わせ、点と切り込みを入

れ、下l乙右傾し乙ろ文の土器。

小結

第六群 (A)1. 2の土器は、姥ケ沢遺跡における阿玉台式土器の客体土器とみられ、諏訪の

猪沢式土器と併行するものと考えられ、以後、4長王取融合、勝坂式系の土器、諏訪の
¥一一一-

新道式系の土器の影響をうけながら、北陸文化圏lζ属する、姥ケ沢の縄文中期文化が次第に

変濁して行く姿を現している

透していたかを示すものア

(1) 指頭圧痕文のみの土器は、

a 文様の粗のもの

b 爪形状に並ぶもの

事 lと阿玉台式文化が強く、乙の地域lζ浸

c 右傾、左傾の指頭圧痕文は、造型の際の回転方向、正位倒立の製作方法の探求の資料

となるもの

(2) 指頭圧痕文に結節文のみられるもの

(3) 口縁部に縄文施文のもの

(4) 指頭圧痕を磨消して沈線のみられるもの

(5) 指紋の残るもの

(6) 阿玉台式・モチーフに指頭圧痕文のもの

(7) 猪沢・新道式モチーフl乙指頭圧痕文のあるもの

(8) 蓮華文(新崎式)の指頭圧痕文土器

などの特色を示し、この地域の縄文中期文化は、阿玉台式系の文化の流れが、中期中葉末

まで顕現された資料で、 1の全面し乙ろ文の土器は古い様相で、 12.38などは、中葉末の様

相を示すものと考えられる。

昭和 28年発刊の「下高井」帥 小野勝年一下高井の考古学的調査ーの中で、との指頭
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圧痕文の土器について「器の上部に半裁竹管の類を使用して区画を於し腹部以下に指圧痕を

現わしたものが注意を惹く、器形は鉢形で口縁は平たく、ゃ、内聾している。胎土l乙は雲母

を含み、器色は黒褐色を呈する。この種のものは断片的に採集されているに過ぎないが、特

に指圧痕土器の破片が、夜間瀬村(山ノ内町、伊勢宮遺跡ほか) 平穏村島碕(山の内町、

島崎遺跡) 穂高村中村観音堂(木島平村観音堂遺跡) 市川村平林(野沢温泉村平林遺跡)

堺村長瀬新田(栄村長瀬新田遺跡) 同野田沢(栄村十王峯遺跡)などから発見されている。

これらは関東の阿玉台式との類似が考えられる。ただし乙の指圧痕は土器の捲上げ製作法lζ

伴うものであって、乙れを表面から指の腹で圧えていく際に現われた圧痕が文様化したもの

である。朝鮮出土のカームケミーク(櫛目文土器)中にも全く乙れと似た手法があって興味

深いJと記述されている。

現在ではこの外に、飯山市の深沢・宮中の大遺跡でも出土が知られており、奥信濃地方の

縄文中期文化lζ阿玉台式の関与が知られ、乙の流れは、富山県宇奈月、愛本新遺跡発見の品目

主主魁よなって現われている。

近年、阿玉台式土器の発祥の地とされた利根川下流域より上流の群馬県、栃木県方面lζ古

い様相の阿玉台式の遺跡が多く知られるようになり、それらの遺跡と奥信濃地方の結びつき

は、後年の弥生時代の樽式土器との当地の土器の結びつきの如く、志賀高原、三国山脈を越え

た交流が示唆される結果であると考えられ、これらの流れは、縄文早期・前期・中期・後期

を通じて、諏訪地方と違った文化相を現わしていると考えられる。 i井戸尻Jにおいて藤森

はき各沢式土器について、ひとつの文化相を現わしていると記述され、新道式との前後関係が

問題にされたが、谷井彪の論文帥帥によれば、曽利遺跡の発掘調査制で、前後関係が逆転し

た。乙れによれはす各沢式の成立には、阿玉台式古期の影響が極めて強いとされ、井戸尻2号

住、九兵衛尾根4号住、茅野和田西 17号住倒などが例示され、伊那市の月見松遺跡闘では、

阿玉台式類似の土器は 1a式あるいは 1b式の古い特徴をもち、北陸系の土器も伴出してい
ゆづるは

る点が注目l乙価いしよう。また戸倉町の蝶葉遺跡帥は梨久保式以後、猪沢式成立以前の一時

期を占めているとされ、乙'>!乙も、北陸系統の土器が伴出している点が、本遺跡との関連か

ら重要視されよう。

〈第七群〉

富山・石川県の縄文中期の土器は、高堀勝喜・小島俊彰両先学を初めとした研究によって
にんざき

編年作業が進められ、前期末の朝日下層・新保様式から、五領ケ台式併行の新崎式、新道式

-一一ーー一一一一一-一一'
併行の上山田(古)式と変化するとされ、従来の広義の新崎式から、連続突刺文を施文する

一群を分離して、上山田(古)式を設定された。本遺跡でも、乙の北陸文化圏の土器の影響

下にある事は前述の通りである。
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。 5 lOcm 

第29図の 1 土器拓影図

〈第七群>(Z'~ (29図の1) O~~~_~5cm 1 
半隆起線の枠内iζ縦・措の111百V地九れA細い沈線の格子日ゐ土器を集成したの

1 底部i乙網代痕がみられ、底部の接合の間に分離痕が認められるもの。

2 乙れも底部は附着する際の分離痕の認められるもので、他の土器と同じく、半隆起線の

枠に無文帯がみとめられる。

3 口縁部の破片で枠内lζ三角沈刻が認められるもの。

4. 5 新保式以来の動物意匠の突起のあるもの。

2. 6. 11. B字状の枠l乙削りとりが施されたもの。

7.14 枠内が横の細沈線のもの。

8.12.13.15 竹管の爪形文lζ半楕円の枠内の施文。

16 (C9) (口縁径8.2cm、底径5cm、高さ 9.4cm、器厚0.7c叩) 赤褐色の焼成の小形深

鉢形土器で、胎土には雲母が認められる。口縁部にや E粗lζ竹管爪形文C、頭部iζ轍かい
、ーーーーー-戸田ーーーーー一一一ーーー

爪形文Cが1周し、口縁部文様帯と胴部文様帯の聞に無文帯をつくる。胴部は、縦位文様

帯で、 N状 'M状 .B状の枠を隆線でつく豆、 M状の中に「の」字状文を入れ、枠内を細

い格子日文で埋めている。

@員;米ヅ (29図の 2) 
17 (D 11) (残存口径 16cm、底径9.5cm、残存高さ 10棚、器厚0.8cm) 底が、ゃ、上げ

底で底部より外反した器形で、輪積みの接合面に沿って破損し、底面より約3cm幅、 2cm
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幅、 4cm幅の 3段i乙構成されている。残存の口縁は、円味を帯びて擬口縁止なっている。

乙の残存部の文様は縦位のみで、短冊形の枠内にB字状、 N字状、鎖状の文様がみられ、

格子目文のみられない個所は削りとりの手法が施されている。鎖状文は、後出の連孤文土

器の胴部文様と似ている外、茅野市判の木山西遺跡出土土器帥と類似する点が注意さ

れる。

18. 19.20. 22.23は削りとりの手法の伴うもので、 18は蕨状lζ削りとっている。 20.21は綾

杉状の沈線のみられるものである。

〈第七群~>fc C) (29図の3)
分類が完壁とい、難いが、次l乙上山田(古)式の影響の土器と思われるものを集成した。

(29図の3、24'""40) 

また乙れらの土器には、形態の知れる土器は検出されていないが、大形の深鉢の破片であ

ると思われる。

24. 26 連続の突刺文のみられるもの。

25.26. 27. 28. 29. 30. 31. 32. 33. 37. 38. 40. 縄文地文、或いは枠内に縄文の施文されたも

の。

35 地文l乙撚糸文のもの。

25. 29 紐が組み合わされた綾とり状の文様のみられるもの。

_. 
17 

第 29図の2 土器拓影・展開図
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土器拓影図

刻目状の裁痕の入るもの。

41"" 54は、小形精製土器と破片の集成である。

(C 7) (口径 14，7cm、器高不明、器厚 0.5cm)ゆるい孤状に外反した器形の深鉢土器

で、下半部は失われて不明である。黄褐色の器色で、胎土は精選されている。口唇iζ捻り

状の小突起がみられるが、破損のため他の部分の形状は不明である。口縁部l乙半隆起線が

3条横i乙平行し、その中より隆帯が捻り状の把手を作って、孤状と斜位lζ分かれて垂下し

ている。半隆起線、隆帯の区画内の縁は、連続刺突文で、半楕円区画内は、沈線波状文が

F
同
U
F
O
 

( 29図の4)

第 29図の3

32. 36 

41 



第29図の4 土器拓影図

1条みられる。胴部には、

突起状の把手が 1対附加さ

れている。下半部は、半隆

起線で、 B字状文、半楕円、

方形の区画をつって、格子

目文の施文された土器で、

中部山地と北陸の様式の融

合した土器で、新道式期の

所産と推定している。

42. 48. 51. 52は 41と似式こ胎

土焼成の土器である。

42.52 突刺文・沈線波状文

のみられるもの。

53 突起の存在から、より北

陸的な土器である。

54 横位の綾杉状文。

以上が新崎式・上山田(古)式の影響下lζ成立した土器文様であると考えられる。

〆話八群〉

中期前葉些陸文化圏の代表的施文である、~、石函盈、直極力主どのみ
られる土器を集成した。 (30図の 1'""8) 

〈第八群〉:;(り (30図の 1) 

1 (E 13) (口径25.7cm、底径 14cm、高さ 22.3cm、器厚0.9cm、底厚1.5 cm) 

胎土lζ砂粒、雲母を少し含み、白褐色の器色の土器で、底部は張り出し底、胴部より大き

く外反し、 2段口縁状を呈する深鉢で、口縁部文様帯と胴部文様帯は頚部の無文帯で分離

されている。口縁部文様帯は隆起線と半隆起線で構成され、楕円状の区画が帯状lζ施文さ

れ、紹子状の渦巻の粘土の貼付と連結している。区画の縁Iζは4段の連続突刺文が、めぐ

らされている。口縁突起は合わせ口縁状の部分に三角の沈刻を施し、内面は逆「のj字状

の文様をっくり、山形状の突起と 4対になると想定されるが、同体の破片が不接合のため

確定できない。頭部には、握り拳状の突起がつけられ、隆起線で結ぼれて、方形区画され

3分割されている。区囲内は、 h状などの半隆起線文、三角形や三叉状の沈刻文、連続突

刺文などがみられる。胴部l乙五領ケ台式の残影が認められる在地の北陸系の土器と認めら

れる。

2 (C 9. 10) (口径34cm、器厚 1.1cm) 黄赤褐色の大形の深鉢形土器の破片で、内部は

磨研され、胎土l乙砂粒少なく精選されている。口縁部が僅か内折し、口唇部は肥厚してい
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~⑨Y 

o lOCm 

第 30図の 1 土器実測図・展開図

る。口縁文様帯は隆起線の聞に太い沈線で、同心円状、渦巻状、斜状文がみられる。胴上

半部は、隆起線が、縦位、横位にめぐらされ、断面三角状の隆帯の渦巻文、太い沈線の重

連孤文、同心文、波状文などで充填され、隆起線の縁を連続突刺文がめぐらされている。

1の土器より、かなり後出的の様相を示す土器である。

dλわfてり (30図的---5) 
3---10.12 主文文、三角状の沈刻のある土器片である。

6. 7. 9. 10 縄文地文。

4 磨消して施文。

10 沈刻の上、 3条爪形文D、連続三角刻み文。

12 三文文の先端に直角に刻みを入れたもの。 10と6は、や冶古い様相の土器と考えられ

る。

11. 13---50 突刺文のみられる土器片である。
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l0cm 

第30図の2 土器拓影図

第30図の3 土器拓影図

27. 28. 35. 38. 39. 44. 49. 51 

縄文地文

20 握り拳状の突起

23. 29. 33 刻み目文の入るも

の

24 交互突刺文

25 楕円区画で捻り状突起の

もの

27 結節文と経起帯のもの

23. 24 同心円文

22. 26. 36 渦巻状文

45.46.48 半円状

14.43 円形状の貼付の隆起

の伴うもの

34 擦痕文lζ沈線平行文と連

続突刺文

5. 13. 16. 47.48 半隆起線の

縁を連続刺突文をめぐらせ

て「杉葉状lζ刻まれた文様J

(上原甲子郎)で、新潟県中

頚城郡吉川町の長峰遺跡帥

第6類D、同県中魚沼郡津

南町上野遺跡帥の第6類A"-F IC分類された土器で、新潟県南部に核をもって土器文様で、

縄文中期前葉から中葉にかけての地方色豊かな文様と考えられる。
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~~.~~Ð(30図の 6)
56 '"'-71主主並ま(蓮弁文

略して蓮華文)のみられ

るものを集成した。 A類

と手法的には同じで、深

く大きく削られる特色が

あり、第六群 13の蓮華

文や、 56'"'-70の蓮華文

の如く刻削されたものと

71の口縁部文様の如く

線書きのものの2種類が

みられるが、姥ケ沢では

前者が多数を占め、後者

は僅かの注出lとと Yまり

後者は新しい様式である

と(金子 1967)が記述

している。乙の蓮華文は

必ず口縁部lζ飾られると

いう原則があり、広義の

新崎式の代表的な施文で

あると考えられているn

前述の三角状(杉葉状)

locm 

第30図の4 土器拓影図

連続突刺文と組み合わされたり、格子目文、爪形玄Cなどと、隆起線、半隆起線に区画さ

れた枠内l乙描かれている。

57 '"'-60. 66. 連続突刺文(杉葉状など)と円く削られる蓮華文の中間の形式を示すもの。

59 前者の文様の中閣に波状文の入るもの。

57 楕円区画内に復列の波状沈線のみられるもの。

56. 61. 62. 64.67.69. 刻削が円くされたもの。

67. 格子目文のみられるもの。

63 台形状iζ刻削されたもの。

58. 66杉葉状の連続突刺文のもの。

66 橋状の把手が付されたもの。

63 爪形文Cのみられるもの。

70 (D 9) (推定口径 26cm、器厚0.7c吋黄褐色の焼成の砂粒の少ない胎土の土器で、キ
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金二[JS!
ャリパー形の器形である。

上半部士の残存で、口縁

部の隆起帯は削落してい

る。隆起線による楕円区

画?内は、左斜状の沈線

で、縁を鋸歯状l乙沈刻さ

れている。胴部は隆起帯

によって半楕円形?に区

画され、中l乙半隆起線、

4条平行し、隅に「のJ

字を彫られている、三角

状の区画には、鋸歯状lと

縁どりをめぐらせ、左側

に垂下した隆帯は2帯lζ

分かれ、先端部がスプー

ン状lζ曲っている。方形

第30図の 5 土器拓影図

第 30図の6 土器拓影図

区画内?は、半隆起線の平行、円形の削彫などが施文されている0

locm 

6群〉〆り30図の 7)
71 (C10) (口径39cm、器厚1cm) 口縁部から胴部にかけて士程残存のキャリパー形の

大形深鉢の赤黒褐色の堅轍な焼成の破片で、口縁部の粘土貼付部分が削落した部分がある。

口縁部の隆起線の聞に細い沈線の蓮華文を施文し下に粘土貼付により波状文と縦の隆起帯
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をっくり、隆起線が平行している。その聞に8字状文を削彫している。また隆起帯が渦巻

文をつくり、突刺文がめぐらされている。貼付波状文の下は、横位の隆起線、突刺文、復

列波状沈線文などがみられ、下部は縦位の文様もみられる。口縁部の貼付の波状文は、阿

玉台式や、新道式土器iとみられるもので、編年代は、同時代l乙求める乙とができると思わ

れる。

70 
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百五ヲ930図の 8)
横帯楕円区画内の斜状の沈線が、太い半円形の撞並工具T描かれたもので (74を除いて、

左傾の斜状文で)、肥厚した口唇で器形は、キャリバー形のものが多いと思われる。

72 黄赤褐色の焼成のキャパリー形の深鉢で、口縁部は隆起線lζ固まれて左斜行の沈線文l乙

縁は波状沈線文がめぐらされている。下の区画は3条の波状沈線文である。

73 斜状の沈線文の下の楕円区画文の半円形の接点は縄状の捻りの突帯が附加されている。

74 楕円区画内は右斜状の沈線文で、下の区画は、左斜行l乙描かれている。

75 隆起線と突刺文。

locm 

第30図の8 土器拓影図
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76 連続突刺文、復列波状沈線文、左斜行沈線文、楕円区画。

77. 78 キャパリー形器形、隆起線の下の左斜行沈線文は、連続突刺文を刺突してから描かれ

ている。 76は逆の手法。楕円区画の縄状捻り文、沈線波状文がみられる。

79 口縁が僅かに外反した器形で、刻みのある小波状の口縁で、渦巻状の突帯、楕円区画の

突刺文と左針行沈線文と突刺文の連続文がみられるもの。

80 キャリバー形の器形で、口縁が三角状lζ肥厚して、縄状捻りの把手がつけられている。

口居の三角の中は沈刻されている。下の区画内は、突刺文と左斜行の沈線文が1体となっ

て描かれている。

81 隆起線の楕円区画、半隆起線の方形区画隆起線の縁の連続突刺文、縦位復列の波状文斜

行格子文のみられるもの。

82 隆起線、楕円区画、波状沈線文、左斜状格子文、突刺と左斜行格子文が連続で、描かれた

もの。

83 連続突刺文と半隆起線、突刺と左斜行格子文の一体に描かれたもの。

84 口縁部が僅かに内暫した器形で、口唇は外反して肥厚している。隆起線聞に、左斜行格

子沈線文のみられるもの。

85 斜行格子沈線文、波状沈線文、連続突刺文、楕円区画のみられるもの。

86 隆起線と左斜状沈線格子文、波状沈線文、突刺と左斜行格子文の一体文。

界色主!!2十器は、思再三の限能、霊童巴飾ふ匙左玄盤主主企主鑓玄虫盟虫茎己笠量宣言空金一

新一道主主主主一藍自五盟l乙刻当すろ編年ネ苦手官Lたどよ思ill盛且ー

包ヱ盟盟諸J
て車齢
31図(G14) (口縁径26cm、底径 7.8cm、高さ 27.3cm、器厚0.8cm) 焼成は中程度、

胎土に金雲母が認められ、器色は赤褐色と黒褐色を呈し、内面底部には、煤状の附着物が認

められた。 P主主巳d並抜白突起が認められるが、破損部が多く、全容は不明である。器形は

胴部でくびれ、外反した上半部が、口縁部で、内脅するキャリパー形を呈し、曽利式土器lζ

多い深鉢形を呈する。文様はすべて、竹管状工具で描かれ、口縁下には、連孤文(u字状文)

が並び、胴部文様帯と結ぼれた部分もみられる。胴部文様帯は、 3分割で、竹管沈線文の聞

に、鎖状、蕨手状、 O字状、 C字状の文様を充填させている。鎖文は、 (29図の2)17の土

器の鎖文と共通する。

乙の土器二二、縄文文化の研究I~忘請の相生直彦の分類、 A形式に属し、
、、-----

氏の教示lとよれば、連孤文モチーフがU状を呈するものは連孤文土器自体でも古い段階にし

か使用されないもので、器形から推して広義の咲畑タイプ (Sタイプ)に属し、曽利 i式あ

たりの段階の土器と考えるのが妥当であると考えられ、関東地方に最も主体的にみられ

る連孤文土器 (A・B.C型式〕は曽手IJD式頃に出現LI式lζ並行するものが最も多く、そ
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の先駆の形態が先の咲畑タイプであり、乙のような土器が北信から発見される事は、分布圏

的にみて注目される。前述の土器(第七群 (B)17)と合わせて、今後の類例の増加に待ち

たいと思う。また (E12)グリットから加曽手IJE1式土器の破片が検出されている。

小形土器の集成(32図)

1 有孔鍔付土器、黄褐色の焼成で、胎土脆弱、その他、 2点の赤褐色の焼成の鍔付土器の

破片があった。

2 竹管の平行沈線文で構成され、横位の格子状の沈線で構成される、赤褐色の焼成の北陸

様式の土器。

3 折り返し状の口縁をもった黒褐色の焼成の全面l乙縄文施文された小形深鉢形土器。

4 壷形状の土器の破片で、黄褐色で脆弱な焼成の土器で、細い沈線で、コの字重ね、渦巻

など、方形区画の中にみられ、突刺文もみられる。

5 胴部の破片で、黒褐色を呈し、や三堅轍な焼成の土器で、細隆起線の縁を連続l乙刻み沈

線波状文を多数並行させたり複数の区画・波状を並行させ組み合わしている。

6 細隆起線の聞に無文区間、斜格子目文、縁を連続刺突するなどの赤褐色の焼成の北陸様

式の土器。

7 縦位の楕円区画を爪形文Cで施文し、楕円の両端を円形刺突した、堅轍な焼成の黄褐色

の土器片。

その他、しとろ文・無文のミニチェア土器が4点程検出されている。

(3) 口縁部集成 ( 33図の 1---4)

乙、 i乙集成した口縁部の実測図は、姥ケ沢遺跡B地区より検出した口縁部破片のうちから選

定し、時期別は考慮せず司載したものである。乙れらをみると縄文前期未葉より、中期初頭に

かけての変選がめまぐるしく変化し、北陸様式の流れの中にあって、中部山地、関東東北部

との交流の中に変化して行く様相が読みとれる。そして僅か、中葉にかけての土器の口縁部も

含まれている。抄出して拙稿を記してみる。

11 IL代表される噴状の口縁は、縄文中期初頭の形式である。

48. 4. 7.41などは、北陸では入字口縁と呼ばれるもので、 48は踊場の土器に似て前期未葉lζ

位置づけられ、文字通り入字の隆起を作っている。乙れが4.7の如く北陸様式で変化したのだ

ろうカ〉。

47 動物意匠の把手をつけるのも北陸の初頭の特長で、乙の資料は、発掘に先だって表採さ

れたもので、土器の様相が不明なのは惜しまれるが、乙の意匠は、猿面を擬しているように思

われる。

1. 2.5 前期未葉i乙朔古する口縁とも思える。

34 ---37 合わせ口縁状を呈している。

3. 4. 7 ---10. 15. 22. 31などは北陸様式の口縁で、 10は突刺文から新崎式の特長のみられ
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るものである。

土器の観察

底部の圧痕

網代文様と木の葉文様(朴の葉などの広葉樹類)の2種が認められた。

)
 
1
 
(
 

(4) 

剥離の土器底面について(34図)

姥ケ沢遺跡では、土器の底部の剥離したものが、小形の土器から大形の土器まで認められ

乙れは成形の時点で、底部と土器の下部が、どちらかが乾燥が進んだ状態で、接合された

乙とを示すもので(円板状貼付底)、乙れらは新崎式系の土器や、結節文のある土器、指圧

痕文のある一部の土器などの底部破損部から観察される。新崎式土器を研究された、桜井仁

(第34図)

(2) 

Tこ。

第
お
図
の
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土
器
口
縁
集
成
図

やト合12

お山13
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吉は (1981)は、胴部と底部は倒立造形により、製作されたものである帥とされ、←

縄文中期、前葉期は、底部から造形する正常位の方法と早前期からの倒立造形の交代期に当

り、新崎式土器もまれには正常位の造型も見られるが、大部分は倒立造型の製作である一。

とされ詳細な観察結果を発表されている。しかし製作実験から、早期の尖底土器でさえ倒立

造型では製作不可能であるとの見解が、後藤和民・伊藤晋祐・増田修の「製作実験 1. 

nJ闘の論文によって示されている。尖底土器については、乾燥・亀裂を防ぐための収縮に

適した器形であり、煮沸の効率がもっともよいとされ、底部l乙厚く粘土を附着して巻上げ、

整形後、残存部を切削したもので、乙れらは正位の造形でなくては考えられないとされた。

土器の製作には、粘土の選定からはじまって、多くの工程を経て、製品化されるわけだが

第
お
図
の

2

土
器
口
縁
集
成
図
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とれらの背景となる事象を姥ケ

沢遺跡の土器は、垣間を見せて

くれる。前述の二者の研究を更

にふまえて、今後さらに分折を

進めたいと思う。

土器口縁集成図

o 5cm 

第 33図の4
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まとめ
八

ま乙とに繁雑な資料呈示を行なってきたが、乙、で、姥ケ沢の土器編年について概観して

と、縄文前期未葉期の土器は細片で僅かの検出だが、中部山岳地帯一帯の様式を見出すこどがで

きた。中期初頭から前葉は、乙の地方は、乙とに複雑な様相を示す土着の継文化圏ぽースlζ

踊場以来の伝統の土器を見出す乙とができたρ

次l乙五領ケ台式傍4久保式など)の影響が(主として2式)強く現われて一時期を画したと思

われる。そして前葉の早い時期l乙阿玉台式の強い影響をうける 1b式の古い様相の土器の検出は

僅かだが、諏訪地方の猪沢式土器と共通する点が注目され、以後、抽象文で代表される勝坂式の

影響は顕著にみられずに、中葉に至ると思われる。乙、では、中心lとなる部分と周辺地域の違

い、隣接した地域の土器の影響をうけて両者の特長の混ざり合って独特の土器が生み出され

る乙とは例示した知くである。土偶についても、北信越の国境地帯は、独自の文化圏を形成して

いた。一 (上野、深沢、姥ケ沢)独特な突刺文で飾る手法の土器を乙の文化地帯のメ lレムマークと

するならば、阿玉台様式との関連などの問題は、まだまだ今後の研究課題とせねばならないと考

えられる。

A地区住居祉面出土の土器は、北陸文化圏の影響の終わりの土器で、馬高式の前駆的な形態を

示し、文化圏が、さらに細分される事を示すが、次の段階には、乙の地方は同じ加曽利E式の影

響下でありながら、中部山岳地帯寄りの影響が強まると考えられ、北陸文化圏とは切り離された

と考えられ、連孤文土器などが客体的lζ見出されたのである。

以上が、縄文中期後葉の初まりまでの姥ケ沢の土器の変選のあらましであり、今後は、さらに

前後関係の確認が待たれているが、坪掘の小発掘から次第に大発掘へと情報量を増す方式が望ま

れる。

浅学非才のため、試行錯誤、訂正の多い報告書となってしまったが、多くの方々の資料提供な

どの御援助をいたずいた。金沢美術工芸大学の小島俊彰先生、長野県史刊行会の樋口昇一、相原

健、宮下健司の先生方、多摩市教育委員会 桐生直彦氏、地元では、松沢芳宏氏などに特にお世

話になった。

(檀原長員1])

4
B
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O
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(5) 土偶および土製品

土偶片はA地区から 2点、 B地区からは 27点を得、乙のうち 38図 (29)は 3片の復元lと

より、ほぼ完形の有脚立像形(河童形)土偶である。またB地区からは土製耳栓形耳飾4点、

土製漕車形耳飾1点、袖珍土器2点、土器片再製の円板3点を検出した。 B地区の出土状態を

第35図に示し、土偶の概要は第4表にまとめた。なお土器・石器等との伴出関係は第 15.36

図を参照していただきたい。

第35図土偶・土製品出土状況図

第4表土偶一覧表

番号
図版
分類 部位 胎焼土成 色調 出土地点 摘 要

番号

1 l 頭 B 暗褐色 D-12 顔逆三角形頭頂欠く 目・口は円形に刺突

2 2 M 胴 " 褐色 E-14 左腕残存属平背中板状細砂混入右手L房痩存

3 8 " " A 暗褐色 C-9 扇平背中はほぼ平板右手L房残存横腹に 2条の

縦線

4 4 " 頭 " 褐色 D-12 長頭形頭上属平 目・口円形頭上に者痕残存

5 5 " 胴
M 暗褐色 E-ll 腹部剥落腹11:1条の縦線両脚挿込みの柄痕

背黒色

6 6 " " B 黄褐色 E-14 左乳房事j落妊娠状態右目艮に浅い縦線2条砂混入

7 7 頭 " 黒褐色 D-12 髪を表現する頭頂から 5条の線が垂れる 目円形

口惰円形であどけない表情 雲母を含む

8 8 " 胴蜘 " " 乳房剥落妊娠状態横腹に縦1条の沈線脚挿入

の納あり 足円形雲母を多量に含む
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番号
図版 分類 部位 胎土 色調 出土地点 摘 要
番号 焼成

9 9 足 B 褐色 A-22 足裏円形雲母・砂粒を含む

10 10 " " " 暗褐色 B-9 右腕表裏に深い沈線横走雲母を含u'

11 11 日 頭 A 赤褐色 0-9 眉上に2条の沈線を刻み入墨を表現か顔面凹状

目・口楕円形頭頂扇平額上K髭表現を付す

12 12 " 胸 " 黄褐色 0-11 両乳房を中心とする胸部剥片深い条痕文あり

砂粒含む

13 13 " 胸腕 " 褐色 0-12 上半身で左腕・乳房を欠く 横腹・背中に沈線文様

14 14 " 足 " 暗褐色 殴幽玄表採 沈線文横走足裏扇平砂混入

15 15 " " " " F-13 深い沈線文横走足裏楕円形挿入納(三角錐状)

16 16 " " B 黄褐色 脱出玄表採 足首IC2条沈線文横走足裏惰円形砂混入

17 17 4月.
" " " 0-11 足裏楕円形挿入納(三角錐状)

18 18 W 腕 A 褐色 B-I0 太形の右腕上勝部平坦下勝部轡曲 条痕文

刺突文

19 19 " 
a回 B " C-ll 細形左腕条痕文砂混入

20 20 " 胴脚 A 黄褐色 0-11 右胴脚条痕・刻目・渦巻文足裏扇平背は後』ζ

反る

21 21 " 胴脚 " 赤褐色 B-9 妊娠形態腰ふくらみ腹・啓・脚部に条痕文脚俸状|

22 22 " 腹 " 褐色 C-IO 腹剥片 ( 21と22は接合〕

23 23 M 蜘 B 黄褐色 A地区 条痕文足裏属平砂混入

24 24 " " " " B表採 比較的大形片条痕文足裏扇平砂混入

25 25 " 胴 A " E-12 大形左腰部左胸挿入の三角錐状の孔残存智部張

り出す表面に黒斑点あり

26 26 " 脚 A " B表採 中形条痕文足裏扇平砂混入

27 27 " " B 褐色 F-14 小形足裏扇平砂混入

28 28 " " B 褐色 E-1l-12 中形条痕文足裏扇平砂混入

29 29 " 完形 A 鮮褐色 B-11 復元(破片3個)により完形 高さ 19C1II 

」

重さ 485g 

土偶片(表) 土偶片(裏)
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第 38図有脚立体土偶実測図

第37図 (1 . 2)は小形の皿形土器で、胎土焼成とも良好で鮮褐色を呈している。 (3)は径

2.2 cmの土製滑車形耳飾で‘黄褐色。 (4---6)は土製耳栓形耳飾で有干L，(7)は杯状の土製耳飾で、

いずれも褐色である。 (8---11)は土器片を再製した円板である。

第 38図 (29)は30cm範囲から 3片の検出をみ、復原によって、高さ 19cm、重さ 485'}の

立像形(河童形)土偶で、像は直立状であるが正面からみると左へ2ヘ後へ50かたむいている。

頭上は肩平の皿状を呈し、額上部lとは粘土紐によるU字形の髪結形を、横髪から後頭部にかけ

て粘土紐2条の結髪状の造形があるが一部は欠落している。頭頂lとは径4闘の円形の孔が3個う

がたれ、前の 2干しは左右の耳孔へ縦lζ貫通し、後頭部の 1孔は頂へ縦にぬけている。顔面はほぼ

円形であるが肩平、頬から下は少しこけている。眉毛は粘土紐をもって造りだし、眉から鼻梁を

あらわす5脚の三角の垂れ下りがある。目および口は工具を右から左へ動かして、 1cmの長楕円

の陰刻で表現し、柔和な相を呈している。

両腕は大きく水平lζ開き、一見鳥のはばよく様相を示し、両手先までは 12.5 cmを測り、上牌部
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は平坦につくられている。胸部には横1.5 cm、縦 1.8cm、高さ 80の乳房を表現しているが左は

やや小さい。胴は割合に細く、長く、それに続く腹部には円形刺突で瞬を描き、下腹部をふくら

ませて妊娠の状態を表現している。

腰は太くたくましく、背中は平板状であるが管部は誇張した美事さがある。瞬の直下l乙は3条

の縦の陰刻沈線は性器をあらわしたものであろうか。胴長に比して極端に短い両脚の下には、長

さ5cm、最大幅4cmの肩平で楕円形の足裏をつけている。腰から脚へかけて左右異なる沈線と刺

突文を附す。

土偶の製作にあたっては、あらかじめ破砕する意図のもとに、粗像をっくり、生乾きの時iζ良

質粘土を上塗りして成形し、焼成は良好である。鮮褐色を主調としているが、顔の一部・腹部中

央・右足の一部には黒褐色の部分がある。

分類ではN類とし、千曲川沿えに分布する深沢(飯山市)よ野・沖ノ原(越後・津南町)遺跡

性竺駐近飽_L，j.__組組組中都位置づけてよいのではあるまいか。なおその源流は新崎遺

跡(能登)にもとめられる。

第4表にみるように、分類を l"-lVとした。 (1"-6)は小形粗製の板状を呈し、素朴無文で

ある。 E類は小形ではあるが立体化の傾向がみられるが無文(7"-10)0I類 (11"-17)は中

形立体像で施文し、足裏肩平で立つ造形で、中期前葉末と考えT山(ゆ(18 "-⑫は中形を

呈し、立つ土偶(深沢・沖ノ島lV)として念入りに造られ文様を施す。中期中葉と推定される。

今後他地域の土偶と対比して位置づけを明確したいo ¥ ~ /-‘仁

俗)縄文石器

司 _1' ~'''J.O"''. -".  

。ド:ιTe?!;r1;::J可;
τ初手手詩ι必2記μ;4!f ;山山jυ)1-特似寸的芳 ( #r，併，J'パ々 付 rげ川汗パηJ.¥云U加
(金井、汲次)

磨製石斧 (75.76)2点出土したが、 いずれも定角式の磨製品である。そのうち 75は、下

半の刃部を欠く。他の 1点は頭部側辺部のごく一部である。共l乙蛇紋岩で、前者は牛乳にうす

塁を流した紋様、後者はうす緑に黒緑色を混入した状態の紋様である。 76はやや小形で刃部

を欠く、定角式の磨製品である。表面はよく磨かれており、灰色のしぶい光沢がある砂岩の石

斧である。

打製石斧 (1"-36・39"-55) 多量の 103点lζ及ぶが、そのうち半数は一部または半分

を欠除している。便宣上から形態分類してみる。大別して短冊形58点(形の不明分も含む)、

擁形40点、分銅形5点である。ほとんどが粘板岩か硬砂岩である。短冊形石斧(1 "-43) 1 "-

7までは比較的大形で、 13cm以上の長さである。中央の断面をみるに、いずれも楕円である。

または"-25は、平板状で完形品である。 26"-30は中央の断面が楕円状のもの、 31"-36は

平板状をなす。乙れらは共に中央部から折れた石斧で、中形というよりはやや大きい部類で

ある。 39"-43は比較的小形で、長さ 6cm前後で‘ある。中央の断面は楕円に近く、完形品が多

い。打製石斧を総合的にみると、大中小の大きさや、平板状と楕円状のものでは、かなり保存
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状態に差がある乙とに注目したい。長くて約 13cmで、 8cm前後のものが多い。中央の断面は

平板状で、楕円状のものはごく少ない。分銅形(52 ---55 )、 いずれも約 13cmである。中央

の断面は平板状である。

三角柱状石器 (37・38) 長さ約10cmで三角柱状をなし、住状の側面は刃状をなし、使用痕

が認められる。

醸器(56 ---74) 出土数19点であるが、そのほとんどは、扇平な河原からなる。河原石の

周辺部を、 1---2か所加工して刃部としているのが大部分である。ほとんどが径が約6cmであ

る。 56---65は1か所に集中的lζ加工されている。(66---72)までは、 2か所に分かれて集中的

な加工がみられる。(73・74)は断面が楕円状であり、加工部は刃状をなしていないので、 目的

が異なるとみられる。乙の醸器は、 B地区特有な石器で、 A地点から 1点出土しているが、 B

地点の関係品とみてよい。また乙の種の石器は、乙の遺跡の下流約 4kmの段丘上深沢にも類例

をみる(註 1)。

石鉱 (78---83) いずれも無柄の石銀で、黒耀石である。 (83)は外側部に対になった突起を

みせている。

大型石皿 (95---97) 3点とも安山岩の大きな石皿である。表裏の両面に凹部を持つ破片で

あるが、それぞれの特色がある。 (95)は片口式とみられるが、奥部の約半分の凹部を残した両

面石皿である。 (76)は片口部を残し、奥部を欠く。裏面も凹状をなすが浅い。約 3cmの小さな

凹が周辺部に 15以上残している。 乙の小凹は特殊な目的をもつもので、山ノ内町伊勢宮にも

その例をみる(註2)0 (97)は前者に類似した石皿であるが、全体の四分のーの残片である。

小型石皿 (94) 凹石に類似しているが、形状の差や他の類例から小型石皿とした(註3)。

94は凹部 5.0x 4.6 cm、深さ 0.7cmである。 やや不完全だが片口状の凹部をつくっている。

当遺跡の今回出土の凹石よりやや小さく、大人の拳大である。やや扇平で、変形円状の河原の

自然石を利用している。低面は自然の平面をなし安定している。もう 1点は幼児の拳大の河原

石であって、完全な片口式の小皿である。皿部は幅 3.2cm、長さ 4.9cmで、深さは中央部で

1.0cmでtある。底面は安定をはかるためか、中央部に径2cm、深さ 0.3cmほどうがってある。

凹石(90 ---93) (90・91)は両面2穴のもの2点、 (93)は両面 1穴のもの 1点、片面1穴が

2点である。共に河原石を利用した、長楕円形で、表裏ともに平面状となっている。

砥石状石器 (89) 砂岩質で灰黒色をなす。上部及び下部を欠き、残りは台状の4面使用の

痕跡を残す。表面は磨かれておりなめらかである。

磨石 (84---86) ほぼ円形に近し、。 (84)は4.5側、 (85)は3.5cm、(86)は2.5cmで、ある。いづ

れも河原石で灰黒色をなす。特に(86)の小磨石は、表面に黒煙状のものが附着している。また

中央lζ深さ 0.3cmの小穴がある。したがって前二者とは、異ったと乙ろの磨石である。

石匙 (77) サヌカイト質のものである。つまみの部分が中央上部にあって、略三角形をな

す。
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以上はB地区出土の石器であるが、出土品の種類と量において豊富であるといえる。特

に打製石斧は 100点を越えている。また醸器lζ特色があり、特異な存在である。大型石皿

の裏面の小穴も単なる石皿とは考えにくい。小形の磨石(86)が黒色の産状をなし、中心lζ1

穴あるのも特殊な例といえる。さらに小形石皿は、単なる実用品とは言いがたい。乙れら

の遺物の特色は、石器以外の土製品や、遺構との関係からとらえ、総合的に考察する必要

がある。しかしながら、かなりの祭杷的な色彩の強い遺物であるといえよう。

(田川幸生)

註1. 飯山市深沢遺跡出土の石器の筆者実見

2. 下高井郡山ノ内町伊勢宮遺跡の遺物の筆者実見

8 向上及び新潟県長岡市教育委員会所蔵遺物を筆者が実見

鎮魂法要
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V おわりに

調査は昭和57年4月6日から 5月10日にわたり発掘を行った。地形や所有者の違いからA • 

B区にわけ、 A区は湧水地で小峡谷の北側にあるテラス状台地の畑 1300m'のうち 96m'を発掘

し、 B区は小さな丘iと三方を囲まオk 西へ扇状iζ展く凹地の畑800m'のうち 105m'を発掘した。

A区からは、縄文中期の住居祉1戸を検出し 10個の柱穴と石囲炉祉が出土し、床面には土器

・石器等の遺物を検出した。また、その北側lζプランは不明確であったが古墳時代初期の住居祉

1戸と土拡1基を発掘し、床面に柱穴状ピット 5と焼土群3か所とj，'i量の土師器片を検出した。

B区からは柱穴状ピット 5と焼土群3か所を発掘し、おびただしし、土器・石器類とともに土製

品(土偶・土製耳飾・土製円板等)を検出した。西へ約10度の緩傾斜する地山にある柱穴状ピ

ットは住居祉遺構とは観取されず、土偶片22点が帯状iと分布し、その周辺lζ在る打製石斧 78点

.ミニ土器・土製耳飾等から祭把祉と推定される。

土器は縄文前期前葉は僅少で、前期後葉から中期前葉iζ至ると次第に量を増し、中葉が主体で

後葉初頭 (A区の住居祉)にかけて数量とも多く、乙の土器編年を第3表(80頁)Iζ提示しfこ。

この姥ケ沢の土器は、基調は北陸文化圏からの影響下にあり、五領ケ台式・阿玉台式・加曽利E

式(関東)の影響下iζ変容して、姥ケ沢の特色ある土器文化が形成されたもののごとくである。

本遺跡から北へ 7kIIlζ所在し、立地条件も略々同じ深沢遺跡(飯山市)とは同一文化内容を持つ

ものと思われる。今後、乙の種の資料の累積によって究明を深めて参りたい所存である。

春のアスパラガス栽植前にもかかわらず地主の阿藤宗司・阿藤安広氏は発掘調査の便宜を与え

てくfごされ、予期以上の成果をあげる乙とができた乙とはお二方の御懇情によるもので、深く感

謝を申しあげる次第である。末筆であるが御教導くださった先学諸賢をはじめ発掘調査に御協力

くださった方々に心からお礼を申しあげたい。

(金井汲ω

-102-



図版



図

版

1
姥
ケ
沢
遺
跡

姥
ケ
沢
の
湧
水
地

姥
ケ
沢
B
地
区

-103-



図

版

2

縄文住居枇

古代住居祉

-104-



図

版

3 

住
居
祉
床
面

炉
牡
上
の
土
器
片

石

囲

炉

祉

F
h
u
 

n
U
 



図

版

4
B 

遺
物
出
土
状
況

(
B

土

-106 



図

版

5
土
器
出
土
状
況

(
B
地
区
)

土器出土状況(B地区)

土偶出土状況土偶出土状況

縄文中期土器

107 -



図

版

6

縄文中期土器

縄文中期土器

108 

縄文中期土器

縄文中期土器



縄文中期土器

図

版

7

縄文中期土器

縄文中期土器

縄文中期土器

縄文中期土器

109-



図

版

8

縄文中期土器

縄文中期土器

110-

縄文中期土器

縄文中期土器



図

版

9



土
器

縄
文
中
期
土
器

縄
文
中
期
土
器

図

版

叩

112-



図

版

刊

縄
文
中
期
土
器

縄
文
中
期
土
器

縄
文
中
期
土
器

113 

縄
文
中
期
土
器



図

版

ロ

縄文中期土器

縄文中期土器

-114 



-115-

図

版

氾



116-

土

偶

表

土

偶

(

裏

打

製

石

斧



姥ケ沢

1983年3月

発行 中野市教育委員会

印刷 カナイ美術印刷




